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厚　生　労　働　省

家内労働のしおり

～家内労働法の概要について～



は じ め に

我が国において、メーカーや問屋などから部品や原材料の提供を受けて、個人で、

または同居の家族と物品の製造や加工を行う「家内労働」は、減少傾向にあるものの、

いまなお製造業を下支えする重要な役割を担っています。

　このような家内労働者の労働条件の向上と生活の安定を図ることを目的とする

法律が「家内労働法」です。

　厚生労働省では、家内労働法に基づいて、家内労働手帳の交付の徹底、工賃支払い

の確保、最低工賃の決定およびその周知、安全および衛生の確保などのさまざまな施

策を推進しています。

　このしおりは、家内労働法の概要や家内労働に関する施策などを分かりやすく説明

するものです。ぜひご一読いただき、家内労働についての認識を深め、家内労働法に

定める事項が守られているかを点検していただくための一助となれば幸いです。

　令和 3年

厚生労働省雇用環境・均等局
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Ⅰ　家内労働法のあらまし

家内労働法の目的（法第1条）
家内労働法は、家内労働者の労働条件の向上と生活の安定を図ることを目的として、家内労
働手帳の交付の徹底、工賃支払いの確保、最低工賃、安全衛生の措置などについて定めたもの
です。
この法律は、家内労働者の労働条件の最低基準を定めたもので、委託者および家内労働者は、
この基準より労働条件を低下させてはならないことはもちろん、その向上を図るように努めな
ければなりません。

家内労働者の定義（法第2条②）
家内労働者とは、次の要件をすべて備えた者をいいます。

１　製造・加工業者や販売業者（問屋など）またはこれらの請負業者（請負的仲介人を含む。）
から委託を受けること。
＊　近所の一般家庭からセーター編みや洋服の仕立てを頼まれる場合は、家内労働者とはなりません。

２　物品の提供を受け、その物品を部品・附属品または原材料とする物品の製造、加工など
に従事すること。
＊　物品の販売などのセールスマン、運送などの仕事をする者は家内労働者とはなりません。

３　委託業者の業務の目的である物品の製造加工などを行うこと。
４　主として、労働の対償を得るために働くものであること。
＊　大規模な機械設備を設置して、企業的に仕事を行う場合は家内労働者とはなりません。

５　本人のみ、または同居の家族とともに仕事をし、常態として他人を使用しないこと。

委託者の定義（法第2条③）
委託者とは、次の要件をすべて備えた者をいいます。

１　製造・加工業者や販売業者（問屋など）またはこれらの請負業者（請負的仲介人を含む。）
であること。
＊　運送業者や建築業者は委託者とはなりません。

２　その業務の目的物である物品について、仕事を委託すること。
＊　電機メーカーがテレビやラジオのコイルの組立てを委託するときは委託者となりますが、創立記
念日に社員に配るメダルの加工を委託するときは委託者とはなりません。

３　仕事を委託するときに、原則として、原材料などの物品を提供して、その物品を部品、
附属品または原材料とする物品の製造、加工などを頼むこと。

４　家内労働者に直接仕事を委託すること。
＊　直接家内労働者に委託しないで、委託者に委託する場合や、下請け企業に委託する場合には、委
託者とはなりません。
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補助者の定義（法第2条④）
補助者とは、家内労働者と同居している親族で、家内労働者の仕事を手伝っている者をいい
ます。

家内労働手帳（法第3条）
委託者・家内労働者間の無用の紛争を防止するため、委託者は、家内労働者に家内労働手帳
を交付し、委託をするつど、必要事項を記入しなければならないと定められています。記入す
べき内容は以下のとおりです。
家内労働者は、委託者が家内労働手帳に記入した事項を確認しなければなりません。

委託の原材料の引渡しのときまでに（基本委託条件の通知）

・家内労働者の氏名
・委託者の氏名
・営業所の名称・所在地
・工賃の支払方法、
その他の委託条件　など

家内労働手帳は、法令で定める事項が記載されていれば、別の様式でも差し支えありません。
厚生労働省では、下記のモデル様式の普及を図っています。

年 月 日

᳁��名

ᕈ�� ↢年月日

6'.

6'.

ၮᧄ⊛ߥ委託᧦ઙ╬はޔᰴのとࠅ߅ですのでᓮᛚ⻌下さい。

。ᓮᛚ⻌の場合はᓮㅪ⛊㗿い߹すޔ߅ߥ

)

注）�家内労働を߿めた日から2年間保存してߛߊさい。

支 払 期 日

ࡂ 委託者の༡ᬺᚲ

ࡠ 納品のㇺᐲ払い ࡂ )のઁߘ

）

備 考

ࠗ Ფ月 日締めޔ 日払い

ਇ⦟品のขᛒいに

)

ห月

定め) ��

ࠗ 家内労働者ቛ ࡠ ቛ࠳ࡊ࡞ࠣ

࠾ ）�のઁߘ
‛品の受ᷰし場ᚲ

㑐 す る 定 め

(ᬌᩏ日に㑐する

ࡂ 委託者の༡ᬺᚲ

⠉月

通⽻એᄖのもので
支払う場合のᣇᴺ

工賃の支払ᣇᴺ

支 払 場 ᚲ
࠾ )のઁߘ

᳁��名

　ᚲ

ࠗ 家内労働者ቛ ࡠ ቛ࠳ࡊ࡞ࠣ

ഥ者
᳁��名

ઍℂੱ

ᕈ�� ↢年月日

༡ᬺᚲ

名　⒓

��ᚲ
ᚲ

伝票式家内労働手帳
様 式 第 㧝

基 本 委 託 条 件 の 通 知

家��内
労働者

委託者

᳁��名
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原材料の受渡しのつど（注文伝票）

・委託業務の内容	 ・工賃の支払期日
・納入させる物品の数量	 ・納品の時期
・工賃単価　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

物品の受渡し、工賃の支払のつど（受入伝票）

・受領年月日
・工賃支払額　など

年 月 日

殿

納　　期

　注）　記入した日から２年間保存して下さい。

（使用上の注意）

日ઃޟߌၮᧄ委託᧦ઙの通知ޠにࠃる。

2㧚備考欄には，委託に㑐し，ᯏ᪾，ౕེߘのઁの⸳備はේ᧚ᢱߘのઁの‛品を⥄Ꮖから⾼入さߖる場合，ߘのつど，ߘの品名，
���数量及びᒁきᷰしの期日ਗびにߘのઍ金の額ਗびにᷣの期日及びᣇᴺを記入すること。

工�賃�支�払�期�日 年 月

1㧚ᬺോを委託するつど使用するものとし，品名欄には製品名と委託するᬺോ内ኈを૬ߖて記入すること。
。ⷙᩰは様がある場合には，様ᦠ╬をᷝઃすることߥ製品にⶄ㔀，߅ߥ

伝票式家内労働手帳
様 式 第 ２

注　　ᢥ　　伝　　票

No.

委託者

品 名 備 考単　　価数　　量

年 月 日

殿

金　　額

累　　計　　金　　額 備 考
月 日締切分

製品の受領印 備 考

委託者

品 名 単　　価数　　量

伝票式家内労働手帳
様 式 第 ３

受　　入　　伝　　票

No.

製品の受領及び工賃を支払うつど，使用するものとし，

(2) 工賃締切日を定め，一定期日に工賃を支払う定めがある場合で，工賃の支払通知をするときは，下欄に記入すること。

(1) 納品のつど工賃を支払う定めがある場合には，上欄のみ記入すること。

　注）　記入した日から２年間保存して下さい。

（使用上の注意）

合 計
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就業時間（法第4条）
家内労働者が過剰に長時間働くことにより、健康を害したり、同業者との過当競争により工
賃単価が低下するなどの弊害をまねいたりします。
このようなことがないように、委託者は、家内労働者や補助者が長時間の労働をしなければ
ならないような委託をしないように努めなければなりません。
また、家内労働者は、そのような委託を受けないように努めなければなりません。

委託の打切りの予告（法第5条）
委託者は、同じ家内労働者に6か月以上継続して委託している場合に、その委託を打ち切ろ
うとするときは、ただちにその旨を家内労働者に予告するよう努めなければなりません。

工賃の支払（法第6条）
工賃は、原則として、通貨でその全額を支払わなければなりません。
ただし、家内労働者の同意がある場合は、郵便為替の交付、銀行その他の金融機関に対する
預金口座または貯金口座への振込みにより支払うことができます。
工賃は、原則として、家内労働者から物品を受領した日から1か月以内に支払わなければな
りません。
また、毎月一定の日を工賃締切日としている場合には、その工賃締切日までに受け取った物
品全ての工賃を、その締切日から1か月以内に支払わなければなりません。

工賃の支払場所など（法第7条）
委託者は、工賃の支払や原材料、製品などの受渡しを、家内労働者から申出のあったときや、
特別の事情のあるとき以外は、家内労働者が実際に作業に従事する場所で行うように努めなけ
ればなりません。

最低工賃（法第8条～第16条）　
最低工賃とは、ある物品について、その一定の単位ごとに工賃の最低額を決めるものです。
厚生労働大臣または都道府県労働局長は、一定の地域内で一定の業務に従事する工賃の低い
家内労働者の労働条件を改善するために必要があると認めるときは、審議会の意見を聴いて、
家内労働者と委託者に適用される最低工賃を決定することができます。
また、家内労働者または委託者を代表する者は、厚生労働大臣または都道府県労働局長に対
し、その家内労働者や委託者に適用される最低工賃の決定や、現に適用されている最低工賃の
改正または廃止の決定をするよう申し出ることができます。
最低工賃が決まれば、委託者は、決められた最低工賃額以上の工賃を支払わなければなりま
せん。また、委託者が最低工賃額に満たない工賃額を家内労働者と取り決めたとしても、その
取り決めは無効であり、やはり最低工賃額以上の工賃を支払わなければなりません。
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安全および衛生に関する措置（法第17条）
１ 委託者が講ずべき危害防止措置

家内労働は、一般に家内労働者の自宅を作業場として行われ、その作業環境は、家内労働
者自らが管理しているので、そこから発生する危害については、すべて委託者の責任という
ことはできませんが、委託者が、委託業務に関して一定の機械器具または原材料などを家内
労働者に譲渡、貸与または提供する場合には、これらによる危害を防止するため、委託者に
おいて、「家内労働法施行規則」で定める次のような措置を講じなければなりません。

（1）ϓϨス機械ͳͲの҆શ装ஔのऔ͚（نߦࢪଇୈø÷）
プレス加工や木材加工に使
用する機械については、手や
指を切断するような大きな災
害が起きることがあります。
そのため、プレス機械や木
材加工用機械のうち、作業者
に危険を及ぼすおそれがある
ものには、安全装置を取り付
けなければなりません。

Ψーυ

εΠον࡞ૢ

側໘ғい

Ψーυૢ࡞൫

ϓϨεػցͷ҆શஔ

ͷ͜ࣃ

ετού

ௐઅͶ͡

ׂΓ刃

େ̔NN࠷
େ��NN࠷

ࡐՃػ༺ցͷ҆શஔʢྫʣ

ʦؙͷ͜൫ͷݻఆࣜ҆શஔʧ ʦؙͷ͜൫ͷՄಈࣜ҆શஔʧ

ʦखԡ͔͠Μͳ൫ͷՄಈࣜ҆શஔʧ

ͷ͜ࣃ

ׂΓ刃

Մಈ覆い
部

覆いͷԼ͕ৗʹ加
工材·ͨテーブル
ʹ͢Δ

ׂ刃ʹର໘ͯ͠いΔ
部ͷࣃ

回転刃部

定規

加工材

テーブル
（送給側）

テーブル

ヒンジ部

覆い
おお
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（2）҆શ装ஔͳͲの֨ن具備の֬ೝ（نߦࢪଇୈøøɺøù）
危険な機械に取り付ける安全装置については国の規格が定められているものがあり、構
造規格として告示されています。委託者は下記①～④の安全装置や機械を家内労働者に譲
渡、貸与または提供するときは、その安全装置や機械などが厚生労働大臣の定める構造
規格を具備していることを確認しなければなりません。また、手押しかんな盤については、
刃物取り付け部は丸胴であることを確認しなければなりません。
①木材加工用丸のこ盤の反ぱつ予防装置または歯の接触予防装置
　　　（昭和47年労働省告示第86号）
②手押しかんな盤の刃の接触予防装置
　　　（昭和47年労働省告示第87号）
③研削盤、研削といし、または研削といしの覆い
　　　（昭和46年労働省告示第8号）
④動力により駆動されるプレス機械
　　　（昭和52年労働省告示第116号）

（3）機械・器具のޢાஔ（نߦࢪଇୈøú）
機械・器具を用いる作業では「挟まれ・巻き込まれ」や「切れ・こすれ」「感電」など
による災害が起こることがあります。これらの災害を防ぐには、機械・器具の危険源を覆っ
たり、囲ったりすることにより、家内労働者や補助者がそれらの危険源にさらされないよ
うにすることが重要です。
委託者は、表1に示す機械・器具を家内労働者に譲渡、貸与または提供するときには、
危険源に、覆い・囲いを取り付けるなど必要な防護措置を講じなければなりません。

ͷྫݯݥةցͷػ
ɹᶃͤΜஅͷݯݥة

ɹᶄࠐ͖רΈͷݯݥة
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表1　防護措置を講じなければならない機械または器具と講ずべき措置
機械または器具 措置

ɺϓʔϦɺंࣃಈ機·た機械のճస࣠ɺݪ
ϕϧτ

Λड͚Δ͓そΕの͋Δ部ʹ෴͍ɺғ͍ة
ͳͲΛऔり͚Δ͜ͱɻ

機械のճస࣠ɺंࣃɺϓʔϦɺϑϥイϗイʔ
ϧのࢭΊ具（ຒ಄ܕআ͘ɻ）

Ί具ʹ෴͍Λऔり͚Δ͜ͱɻࢭ

バϑ൫（バϑɺίϧΫバϑͳͲΛ༻͢Δ
のΛআ͘ɻ）

ඞཁͳ部Ҏ֎ʹ෴͍Λऔり͚Δ͜ʹ·ݚ
ͱɻ

໘औり൫
ਕの৮༧装ஔΛऔり͚Δ͜ͱɻ（ࠔ
ͳͱ͖工具ΛৡͳͲ͢Δ͜ͱɻ）

紙ɺɺ金属ഩΛ通͢ϩʔϧ機 ғ͍·たΨイυϩʔϧΛऔり͚Δ͜ͱɻ

電気機械器具
ʹΛੜ͡Δ͓そΕの͋Δॆ電部ة電のײ
ғ͍·たઈԑ෴͍Λऔり͚Δ͜ͱɻ

（ଇୈøûنߦࢪ）のたΊのॻ໘のަͳͲࢭة（4）
家内労働者や補助者が、作業に伴う危険性・有害性を十分に知らないために、けがや健
康障害を起こすことがあります。このため、作業者にはあらかじめ作業に伴う危険性・有
害性や安全な作業方法を周知することが重要です。
委託者は、家内労働者や補助者に危害を及ぼすおそれのある機械、器具、原材料などを
家内労働者に譲渡、貸与または提供する場合には、その業務の危険性・有害性や安全な作
業方法などの注意事項を「作業心得」などの書面に記載し、家内労働者に交付しなければ
なりません。

SDS（安全データシート）の入手と注意事項の周知
4%4Խֶ࣭ͷ༗ੑͷใʢɺؚ༗ྔɺਓମʹ࡞͢΅ٴ༻ɺऔѻ͍上

ͷҙͳͲʣΛूͨ͠จॻͷ͜ͱͰ͢ɻ࿑ಇ҆શӴੜ๏ʹ͓͍ͯɺൃ͕ΜੑͳͲ
ͷݥة༗͕ੑ明Β͔ͱͳ͍ͬͯΔԽֶ࣭ʢ���࣭ʣʹ4%4ͷަ͕ٛ
͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻ͜ͷ΄͔ͷݥة༗ੑͷ͋ΔԽֶ࣭ʹ4%4Λަ͢ΔΑ͏
Ίͳ͚ΕͳΒͳ͍ͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

Ո࿑ಇऀʹ༗ࡎ༹ػͳͲͷԽֶ࣭Λ༻ͤ͞Δ߹ɺҕୗऀ·ͣ4%4Λ
ೖखͯ͠ɺۀ࡞ʹ͓͚Δੑݥةɾ༗ੑɺ͞Βʹඞཁͳରݕ͍ͯͭʹࡦ౼Λ͍ߦɺ
Ո࿑ಇऀʹप͢Δ͜ͱ͕·͍͠Ͱ͢ɻ
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表2　書面交付の対象機械と記載すべき注意事項（施行規則別表第1）

機械、器具または原
材料その他の物品 事　項

機ɹ械

1ɹਕ部Λআ͘機械のそ͏͡ɺڅ༉ɺࠪݕɺमཧ·たௐの࡞業Λ
Λ͏͚Δ͓そΕの͋Δͱ͖ɺ機ة業ऀ͕࡞合Ͱ͋ͬͯɺ͏ߦ
械のӡసΛఀ͢ࢭΔ͜ͱɻたͩ͠ɺ機械のӡసதʹ࡞業ΛߦΘͳ͚
ΕͳΒͳ͍合Ͱ͋ͬͯݥةͳՕॴʹ෴͍Λઃ͚ΔͳͲのાஔΛ
りͰͳ͍͜ͱɻݶたͱ͖ɺ͜の͡ߨ

2ɹ機械のਕ部のそ͏͡ɺࠪݕɺमཧɺऔସ͑·たௐの࡞業Λߦ
͏合ʹɺ機械のӡసΛఀ͢ࢭΔ͜ͱɻたͩ͠ɺ機械のߏ্࡞
業ऀ͕ةΛ͏͚Δ͓そΕのͳ͍合ɺ͜のݶりͰͳ͍͜ͱɻ

3ɹ機械のӡసΛఀ͠ࢭた合ʹɺ他ਓ͕当֘機械Λӡస͢Δ͜ͱ
Λ͢ࢭΔたΊɺ当֘機械のىಈ装ஔʹৣΛか͚Δ͜ͱɻ

ͱ͍͠ݚ

1ɹそのの࡞業Λ։࢝͢Δલʹ 1 間Ҏ্ɺݚͱ͍͠Λऔりସ
͑た合ʹ 3 間Ҏ্ࢼӡసΛ͢Δ͜ͱɻ

2ɹߴ࠷༻पΛ͑ͯ͜༻͠ͳ͍͜ͱɻ
3ɹଆ໘Λ༻͢Δ͜ͱΛతͱ͢Δݚͱ͍͠Ҏ֎のݚͱ͍͠の

ଆ໘Λ༻͠ͳ͍͜ͱɻ

ϓ Ϩ ス 機 械 · た 
γϟʔ

1ɹ҆શ装ஔΛৗʹ༗ޮͳঢ়ଶʹอ࣋͢Δ͜ͱɻ
2ɹΫϥονɺϒϨʔΩその他੍ޚのたΊʹඞཁͳ部の機Λৗʹ

༗ޮͳঢ়ଶʹอ࣋͢Δ͜ͱɻ
3ɹ1 Λ͑ͳ͍Ұఆのظ間͝ͱʹɺ࣍の߲ࣄʹ͍ͭͯݕΛ͏ߦ

͜ͱɻ
イɹΫϥονٴͼϒϨʔΩのҟৗの༗ແ
ϩɹΫϥϯΫγϟϑτɺϑϥイϗイʔϧɺスϥイυɺίωΫνϯά

ϩουٴͼίωΫνϯάスΫϦϡのҟৗの༗ແ
ϋɹϊϯϦϐʔτ装ஔٴͼࢭఀٸ装ஔのҟৗの༗ແ
χɹ電࣓หɺݮѹหٴͼѹྗ計のҟৗの༗ແ
ϗɹઢٴͼ։ด器のҟৗの༗ແ

4ɹそのの࡞業Λ։࢝͢Δલʹ࣍の߲ࣄʹ͍ͭͯݕΛ͜͏ߦͱɻ
イɹΫϥονٴͼϒϨʔΩの機
ϩɹΫϥϯΫγϟϑτɺϑϥイϗイʔϧɺスϥイυɺίωΫνϯά

ϩουٴͼίωΫνϯάスΫϦϡのϘϧτのΏΔΈの༗ແ
ϋɹϊϯϦϐʔτ装ஔٴͼࢭఀٸ装ஔの機

5ɹϓϨス機械Λ༻͍ͯ࡞業Λ͏ߦ合ʹɺ࡞業のরΛø÷÷ϧ
ΫスҎ্ʹอ࣋͢Δ͜ͱɻ

Ϙʔϧ൫ɺϑϥイス
൫ͳͲखାΛࠐ͖ר
Ή͜ͱʹΑり࡞業ऀ
Λ༩͑Δ͓そةʹ
Εの͋Δ機械

खାΛ͠ͳ͍͜ͱɻ
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物ݥة

1ɹݥة物Λऔりѻ͏ઃ備の;た൘ɺϑϥϯδɺバϧϒɺίοΫͳͲ
の合部ʹ͓͚Δݥة物の࿙͍͑の༗ແΛ͠ݕɺٴͼҟৗΛೝΊ
た合ʹɺิम͢Δ͜ͱɻ

2ɹݥة物の͋ΔॴΛཧ͠ɺٴͼ当֘ॴʹΈͩりʹՄ೩性の物
品Λஔかͳ͍͜ͱɻ

3ɹݥة物の͋ΔॴʹফՐઃ備Λஔ͘͜ͱɻ
4ɹݥة物͕രൃ͠ɺ·たݥة物ʹΑͬͯՐ͕ࡂੜͣΔ͓そΕの͋

Δॴʹ͓͍ͯɺՐ気·たՐݯͱͳΔ͓そΕの͋Δઃ備Λ༻
͠ͳ͍͜ͱɻ

༗機༹ࡎͳͲ

1ɹ༗機༹ࡎのਓମʹ࡞͢΅ٴ༻
2ɹ༻͍ͯ͠ͳ͍༗機༹ࡎͳͲΛೖΕた༰器ʹɺ;たΛ͢Δ͜ͱɻ
3ɹ෩্Ͱ࡞業Λ͜͏ߦͱɻ
4ɹ༗機༹ࡎͳͲ͕皮ෘʹ;Εͳ͍Α͏ʹ͢Δ͜ͱɻ
5ɹ༗機༹ࡎʹΑΔதಟ͕ൃੜ͠た合のԠٸॲஔʹ͍ͭͯɺ࣍ʹ

ఆΊΔͱ͜ΖʹΑΔ͜ͱɻ
イɹதಟʹかかͬたऀΛͪʹ通෩のྑ͍ॴʹҠ͠ɺ͢Έかʹ

ҩࢣʹ࿈བྷ͢Δ͜ͱɻ
ϩɹதಟʹかかͬたऀΛԣ͖ʹ৸かͤɺͰ͖Δ͚ͩ気ಓΛ֬อ͠

たঢ়ଶͰମのอԹΛਤΔ͜ͱɻ
ϋɹதಟʹかかͬたऀ͕ҙࣝΛࣦ͍ͬͯΔ合ʹɺফ機ؔの

通報Λ͜͏ߦͱɻ
χɹதಟʹかかͬたऀのࢭ͕ٵݺ·ͬた合ਖ਼ৗͰͳ͍合ʹ

ɺかʹ͖ڼʹͯ͠৺ഏそੜΛ͜͏ߦͱɻ
6ɹඞཁͳ݈߁அΛड͚Δ͜ͱɻ

土石ɺؠ石ɺ߭物ɺ
金属·たૉのค
͡ΜΛൃ͢ࢄΔݪҼ
ͱͳΔ物品

1ɹ土石ɺؠ石ɺ߭物ɺ金属·たૉのค͡Μのਓମʹ࡞͢΅ٴ༻
2ɹ෩্Ͱ࡞業Λ͜͏ߦͱɻ
3ɹਫʹΑり࡞業の࣪ࣜԽ͕Ͱ͖Δ合ʹɺ࣪ࣜԽΛ͜͏ߦͱɻ
4ɹఆ࡞ʹظ業Λそ͏͢͡Δ͜ͱɻ
5ɹค͡Μ͕ඈ͢ࢄΔ合ʹɺϏχʔϧΧʔςϯͳͲద当ͳ間

りΛ͢Δ͜ͱɻ
6ɹඞཁͳ݈߁அΛड͚Δ͜ͱɻ

ԖͳͲ

1ɹԖͳͲのਓମʹ࡞͢΅ٴ༻
2ɹ内࡞業Ͱ٤Ԏ͠ɺ·たҿ食͠ͳ͍͜ͱɻ
3ɹຖ 1 ճҎ্ɺ内࡞業Λਅۭそ͏͡機Λ༻͍ͯɺ·たਫચ

ʹΑͬͯそ͏͢͡Δ͜ͱɻ
4ɹ࡞業ऴྃޙࢎਫ༹ӷその他のखચ͍༻༹ӷٴͼͭΊϒϥγΛ༻

͍ͯखΛચ͍ɺฒͼʹ͏͕͍Λ͢Δ͜ͱɻ
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5ɹคঢ়のԖͳͲ͕͜΅Εた合ʹɺ͢Έかʹɺਅۭそ͏͡機Λ
༻͍ͯɺ·たਫચʹΑͬͯそ͏͢͡Δ͜ͱɻ

6ɹඞཁͳ݈߁அΛड͚Δ͜ͱɻ

ߟࢀ
ʮՈ࿑ಇʹ͓͚Δચড়ຢ১ͷۀʹ͓͚ΔԽֶ࣭ͷ͘࿐ࢭର

ʯɺ以ԼͷΑ͏ʹఆΊΒΕ·ͨ͠ɻʢฏ25݄̏14௨ୡʣ͍ͯͭʹࡦ

家内労働における洗浄又は払拭の業務等における化学物質のばく露防止対策の概要
（平成25年３月14日付け通達）

２ 洗浄・拭き取り業務でのばく露防止

１ 1,2-ジクロロプロパンの取扱い

② 設備等の設置

③ 保護具等の使用

① 危害防止のための書面の交付等

④ 引火等の防止

・ҕୗऀɺةࢭのたΊのॻ໘ʹɺਓମʹ࡞͢΅ٴ༻࡞業ํ๏ͳͲॴఆの߲ࣄΛ͠ࡌهɺ家内࿑ಇऀʹަ
͢Δɻ̓ શデʔλγʔτ 4%4 のަඞཁɻ

・家内࿑ಇऀิॿऀɺةࢭのたΊのॻ໘Λ࡞業ʹࣔ͠ܝɺҙ߲ࣄΛकΔɻ

・家内࿑ಇऀɺີ ดઃ備ɺہॴഉ気装ஔɺશମ気装ஔͳͲのઃ備Λઃ͚ΔΑ͏ΊΔɻɹ
・ҕୗऀɺઃ備のઃஔʹ͍ͭͯԉॿΛ͏ߦΑ͏ΊΔɻ

家内࿑ಇऀิॿऀɺہॴഉ気装ஔશମ気装ஔ͕ͳ͍ॴͰચড়・১͖औりの業Λߦ ͱ͏͖ɺಟϚスΫΛ
ߦΛ༩͑Δ物品ͳͲΛऔѻ͏業ΛΔɻ皮ෘʹো͢༺ ͱ͏͖ɺෆਁಁ性の࡞業ҥ・ෆਁಁ性のखାΛ༻͢Δɻ

家内࿑ಇऀิॿऀɺҾՐ性の物品ΛՐ気ͳͲʹ͚ۙͮͳ͍ɻ

ʻҕୗऀʼ
͕Μͱのؔ࿈͕ࢦఠ͞Εた 1,2� δΫϩϩϓϩύϯʹ͍ͭͯɺՄͳݶり家内࿑ಇऀʹৡ・ఏ͠ڙͳ͍ɻ
ΉΛಘͣৡ・ఏ͢ڙΔ合ɺ家内࿑ಇऀʹަ͢ΔةࢭのたΊのॻ໘ʹ͕Μൃの͓そΕΛ

Δɻ̓͢ࡌه શデʔλγʔτ（4%4）のަඞཁɻ

ʻ家内࿑ಇऀʼ
ΛकΔɻ߲ࣄɺҙࣔ͠ܝʹ業内࡞のたΊのॻ໘Λࢭة
ີดઃ備ہॴഉ気装ஔΛઃ͚ɺෆਁಁ性の࡞業ҥ・ෆਁಁ性のखାΛ༻͢Δɻ

˞1,2� δΫϩϩϓϩύϯɺओʹ印刷ࣄ業Ͱ印刷機のચড়ࡎͱ͠ �ΘΕ͖ͯた物࣭ɻຊ通ୡͰɺ1,2ͯ δΫ
ϩϩϓϩύϯのؚ༗ྔ͕ॏྔの１ˋΛ͑Δ物Λରͱ͠ ͍ͯΔɻ

ଇのʮ༗機༹نߦࢪ業Ͱのચড়・১͖औりの業Ͱɺ家内࿑ಇ๏࡞たΊɺ内͍ߴೱ͘࿐の͓そΕ͕ߴ
ʹ等ʯࡎ ֘当͠ͳ͍合ؚΊɺҎԼのରࡦΛͣߨΔɻ



14

（5）༗物ʹ͍ͭͯの༰器の༻ͳͲ（نߦࢪଇୈøü）
接着剤などに含有されている有機溶剤は、多量に吸引すると急性中毒を起こしたり、低
濃度であっても長期間にわたってさらされていると体内吸収によるさまざまな健康障害
を起こしたりすることがあります。
委託者は、有機溶剤、有機溶剤を含んだ絵具・接着剤、鉛化合物を含んだ絵具・釉薬を
家内労働者に譲渡、貸与、提供するときは、それらが漏れたり、発散するおそれのない容
器を使用しなければなりません。
また、容器の見やすいところに、有害物の名称や取り扱い上の注意事項を表示しなけれ
ばなりません。

容器などの表示事項の参考例
（労働安全衛生法第57条、労働安全衛生規則第32、33条）
1　名称	 5　注意喚起語
2　人体に及ぼす作用	 6　安定性及び反応性
3　貯蔵または取り扱い上の注意	 7　標章（絵表示）
4　表示をする者の氏名、住所および電話番号

ඪষʢֆදࣔʣͷྫ

Մ೩性Ψス
ࣗવൃՐ性Ψス
ΤΞκʔϧ
ҾՐ性ӷମ
Մ೩性ݻମ
Ԡ性Խֶ品ݾࣗ
ࣗવൃՐ性ӷମ
ࣗવൃՐ性ݻମ
性Խֶ品ൃݾࣗ
ਫԠՄ೩性Խֶ品
༗機աࢎԽ物
ಷ性Խരൃ物（̗ʙ̛）

Խ性Ψスࢎ
Խ性ӷମࢎ
ମݻԽ性ࢎ

രൃ物
Ԡ性Խֶ品ݾࣗ
༗機աࢎԽ物（̖,̗）

金属食性物࣭
皮ෘ食性
ର͢Δॏಞͳଛই性ʹ؟

ѹΨスߴ 性ಟ性（۠１ʙ̏）ٸ

性ಟ性（۠̐）ٸ
皮ෘܹ性
性ܹ؟
皮ෘ࡞ײ性
ಛఆඪతଁ器ಟ性（୯ճമ࿐）（۠̏）
Φκϯの༗性

ਫੜڥ༗性 性࡞ײ器ٵݺ
ੜ৩ࡉ๔มҟݪ性
ൃ͕Μ性
ੜ৩ಟ性
ಛఆඪతଁ器ಟ性（୯ճമ࿐）（۠１,̎）
ಛఆඪతଁ器ಟ性（෮മ࿐）（۠１,̎）
͑͝Μ༗性
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２ 家内労働者が講ずべき危害防止措置
家内労働者は、委託者から譲渡、貸与、提供を受けたもの以外の機械・器具を使用すると
きには、安全装置の取り付け、構造規格適合の確認、防護措置などについて、委託者が講ず
べき措置に準ずる措置を講じるように努めなければなりません。（施行規則第17条）（8～
10ページ1（1）～（3）参照）
加えて、家内労働者または補助者は、次のような措置を講じなければなりません。

（1）ઃ備ͳͲのઃஔ（نߦࢪଇୈøÿ）
有機溶剤や粉じんによる健康障害を防ぐには、原因となる危険源をなくしたり、危険源
にさらされないようにすることが重要です。
そのため、家内労働者は表3の業務に従事する場合には、密閉設備、局所排気装置、湿
潤化装置などを設けるように努めなければなりません。

表3　設備などを設置しなければならない業務
業務 設備または装置

༗機༹ࡎ（˞）Λऔりѻ͏業 ৠ気ൃݯࢄのີดઃ備ɺہॴഉ気装ஔɺશମ
気装ஔ·たഉ気

༗機༹ࡎ（˞）Λਧ͖͚Δ業 ॴഉ気装ஔہ

ԖͳͲΛऔりѻ͏業 気装ஔ·たഉ気ॴഉ気装ஔɺશମہ

石ɺ߭物ɺ金ؠ材Λ༻͍ͯಈྗʹΑりɺ·ݚ
属Λݚ·ɺりऔりɺ·た金属Λࡋஅ͢Δ
ॴʹ͓͚Δ業

の࣪५Խ装ݯࢄॴഉ気装ஔ·たค͡Μൃہ
ஔ

※有機溶剤等には以下のものがあります
ୈ̍छ༗：ࡎ༹ػ	1,2-ジクロルエチレン（別名二塩化アセチレン）・二硫化炭素
ୈ̎छ༗ࡎ༹ػ：	アセトン・イソブチルアルコール・イソプロピルアルコール・イソペンチルアルコー

ル（別名イソアミルアルコール）・エチルエーテル・エチレングリコールモノエチルエー
テル（別名セロソルブ）・エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート（別名セ
ロソルブアセテート）・エチレングリコールモノ－ノルマル－ブチルエーテル（別名ブチ
ルセロソルブ）・エチレングリコールモノメチルエーテル（別名メチルセロソルブ）・
オルト－ジクロルベンゼン・キシレン・クレゾール・クロルベンゼン・酢酸イソブチル・
酢酸イソプロピル・酢酸イソペンチル（別名酢酸イソアミル）・酢酸エチル・酢酸ノル
マル－プチル・酢酸ノルマル－プロピル・酢酸ノルマル－ペンチル（別名酢酸ノルマル
－アミル）・酢酸メチル・シクロヘキサノール・シクロヘキサノン・N,N-ジメチルホル
ムアミド・テトラヒドロフラン・1,1,1-トリクロルエタン・トルエン・ノルマルヘキサン・
1-ブタノール・2-ブタノール・メタノール・メチルエチルケトン・メチルシクロヘキ
サノール・メチルシクロヘキサノン・メチル-ノルマル-ブチルケトン

ୈ̏छ༗ࡎ༹ػ：	ガソリン・コールタールナフサ（ソルベントナフサを含む。）・石油エーテル・石油ナフサ・
石油ベンジン・テレビン油・ミネラルスピリット（ミネラルシンナー、ペトロリウム
スピリット、ホワイトスピリット及びミネラルターペンを含む。）

ಛผ༗ࡎ༹ػ：	エチルベンゼン・クロロホルム・四塩化炭素・1,4-ジオキサン・1,2-ジクロロエタン（別
名二塩化エチレン）・1,2-ジクロロプロパン・ジクロロメタン・スチレン・1,1,2,2-テト
ラクロロエタン（別名四塩化アセチレン）・テトラクロロエチレン（別名パークロルエ
チレン）・トリクロロエチレン・メチルイソブチルケトン
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（2）อޢ具ͳͲの༻（نߦࢪଇୈøĀ）
作業に伴うけがや健康障害を防止するためには、家内労働者または補助者が適切な保護

具などを使用することにより、災害を防止したりけがの程度を軽減することが期待できます。
このため、家内労働者または補助者は、表4の業務に従事する場合には、保護具などを
使用しなければなりません。

表4　保護具などを使用しなければならない業務
業務 保護具など

ӡసதの機械のਕ部ʹ͓͚Δค͍·たࡎ
Λ༻͢Δ業 ϒϥγ

ӡసதの機械ʹ಄·たඃ͕ࠐ͖ר·ΕΔ͓そ
Εの͋Δ業 ద当ͳ子·た࡞業

Ψスɺৠ気·たค͡ΜΛൃ͢ࢄΔॴʹ͓͚Δ業


Ψス·たৠ気ʹ͋ͬͯಟϚスΫɺ
ค͡Μʹ͋ͬͯ͡ΜϚスΫ

皮ෘʹোΛ༩͑Δ物品皮ෘかΒٵऩ͞Εͯதಟ
Λ͓͢͜ىそΕの͋Δ物品Λऔりѻ͏業 ృࡎɺෆਁಁ性࡞業ҥ·たखା

ͳ૽ԻΛൃ͢Δ業ڧ ࣖͤΜ

อޢ۩ͷྫ

۩ޢอ༺ٵݺ
ΘͤͯಟϚεΫɺ͡ΜϚεΫΛ͋ʹۀ࡞˞

ؒҧΘͳ͍Α͏ʹબͳ͚ΕͳΓ·ͤΜɻ

Խֶޢखା

อޢ۩Λ༻ͯ͠ͷۀ࡞ͷྫʢணࡎͷృۀ࡞ʣ
˞༗ۀࡎ༹ػʹಟϚεΫΛ༻͠·͢ɻ 

ඞཁͰ͢ɻ͕ͷަ؈ऩٵԠͯ͡ʹؒ࣌༺

接
着
剤
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（ଇୈù÷نߦࢪ）物のऔりѻ͍ݥة（3）
危険物を取り扱うとき、その取扱方法を誤ると災害につながることがあります。
そのため、家内労働者または補助者は、表5の危険物を取り扱う場合には、必要事項を
守らなければなりません。

表5　危険物の種類と守らなければならない事項
物品 守らなければならない事項

ൃՐ性の物品
ΈͩりʹɺՐ気その他ՐݯͱͳΔ͓そΕの͋Δのʹۙͤ͞ɺࢎ
ԽΛ͏ͳ͕͢物͘͠ਫʹ৮ͤ͞ɺ加͠ɺ·たিܸΛ༩͑ͳ
͍͜ͱɻ

Խ性の物品ࢎ Έͩりʹɺղ͕͏ͳ͕͞ΕΔ͓そΕの͋Δのʹ৮ͤ͞ɺ加͠ɺ
ຎ͠ࡲɺ·たিܸΛ༩͑ͳ͍͜ͱɻ

ҾՐ性の物品 ΈͩりʹɺՐ気その他ՐݯͱͳΔ͓そΕの͋Δのʹۙͤ͞ɺ
͗͘͠ɺৠൃͤ͞ɺ·た加͠ͳ͍͜ͱɻ

Մ೩性のΨス Έͩりʹൃͤ͞ࢄͳ͍͜ͱɻ
　※表5に掲げる危険物の具体的内容については、表6を参照して下さい。

表6　危険物一覧
種別 名称

ൃՐ性の物品 りΜɺηϧϩイυྨɺԽΧϧγム（Χʔバイυ）ɺりΜԽ石փɺ
ϚάωγムคɺΞϧϛχムค

Խ性の物品ࢎ

ԘૉࢎΧϦムɺԘૉࢎφτϦムɺԘૉࢎΞϯϞχムその他のԘ
ૉࢎԘྨɺաԘૉࢎΧϦムɺաԘૉࢎφτϦムɺաԘૉࢎΞϯϞ
χムその他のաԘૉࢎԘྨɺաࢎԽΧϦムɺաࢎԽφτϦムɺ
աࢎԽバϦムその他のແ機աࢎԽ物ɺࢎΧϦムɺࢎφτϦ
ムɺࢎΞϯϞχムその他のࢎԘྨ

ҾՐ性の物品

ΤʔςϧɺΨιϦϯɺΞητΞϧデώυɺࢎԽϓϩϐϨϯɺೋེԽૉɺ
ϊϧϚϧϔΩαϯɺࢎԽΤνϨϯɺΞητϯɺϕϯθϯɺϝνϧΤν
ϧέτϯɺϝνϧΞϧίʔϧɺΤνϧΞϧίʔϧɺΩγϨϯɺਣࢎΞ
ϛϧɺ౮༉ɺܰ༉ɺςϨϏϯ༉ɺイιΞϛϧΞϧίʔϧɺਣࢎその他
のҾՐ͕ઁࢯýüະຬの物品

Մ೩性のΨス ਫૉɺΞηνϨϯɺΤνϨϯɺϝλϯɺΤλϯɺϓϩύϯɺϒλϯそ
の他のઁࢯøüɺ1 気ѹʹ͓͍ͯ気ମͰ͋ΔՄ೩性の物品

備ߟɹ ҾՐのɺʮλάີดࣜʯɺʮϖϯスΩʔϚϧςϯスࣜʯ·たʮΫϦʔϒϥϯ
υ։์ࣜʯのҾՐଌఆ器ʹΑりɺ1 気ѹのͱͰଌఆ͠たͱ͢Δɻ
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（ଇୈøûنߦࢪ）のたΊのॻ໘のަͳͲࢭة（4）
委託者は、家内労働者や補助者に危害を生じるおそれのある機械、器具、原材料などを
家内労働者に譲渡、貸与、提供する場合には、その業務の危険性・有害性や安全な作業方
法などの注意事項を書面に記載し、家内労働者に交付しなければなりません（10ページ1
（4）参照）。
家内労働者は、委託者から交付された書面を作業場の見やすい場所に掲示しておかなけ
ればなりません。これは、家内労働者や補助者が書面を参照しながら作業するためだけで
なく、家族にも、緊急の際の応急措置などについて十分知ってもらう必要があるからです。
また、家内労働者または補助者は、上記の書面の注意事項を守るように努めなければな
りません。

委託者や家内労働者が上記の措置をとらない場合には、都道府県労働局長や労働基準監督
署長は、危害を防止するために、委託者または家内労働者に対して、委託や受託を禁止した
り、機械、原材料などの使用の停止などを命じたりすることができます。（法第18条）

届出（法第26条）
委託者は、次の届けを労働基準監督署に提出しなければなりません。（施行規則第23条）
※各種申請・届出などの手続きをe−GoVから申請することもできます。（https://www.e-gov.go.jp/）
自宅や職場から24時間申請することが可能です。

委託状況届
委託者は、家内労働法にいう委託者になった場合には遅滞なく、それ以後は毎年４月１日
現在の状況について４月30日までに、委託業務の内容、家内労働者数などを記入した委託状
況届を労働基準監督署に提出しなければなりません。

㸦㟁ヰ␒号㸧

うࡕ
1�ṓ
ᮍ‶

うࡕ
1�ṓ
ᮍ‶

うࡕ
1�ṓ
ᮍ‶

うࡕ
1�ṓ
ᮍ‶

うࡕ
1�ṓ
ᮍ‶

うࡕ
1�ṓ
ᮍ‶

年 月 日

労 働 ᒁ 㛗　Ẋ

注  意

Ⴀ   業   所   の   所   在   地

家   内   労   働   者   数 補     助     者     数

ዪ ⏨ィ ィ
代理人数

⏨
委託業務の内容

ዪ

様式第㸰号

委　　託　　地　　ᇦ

   業   の   ✀   㢮

委    託    ≧    ἣ    ᒆ

㒔 㐨
ᗓ ┴

㒔 㐨
ᗓ ┴

㒔 㐨
ᗓ ┴

㒔 㐨
ᗓ ┴

Ⴀ    業    所    の    名    ⛠

㒔 㐨
ᗓ ┴

1 「業の✀㢮」欄には，委託者の業の✀㢮を記入すること。
2 「家内労働者数」，「補助者数」及び「代理人数」は，㒔㐨ᗓ┴別に記入し，「委託地ᇦ」欄㸦　　 㸧の内には，当該㒔㐨ᗓ┴内にࡅ࠾る
 たる委託地ᇦのᕷ⏫ᮧ名を記入すること。

委 託 者  氏  名

備 考
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家内労働死傷病届
委託者は、委託した業務のため、家内労働者または補助者がけがや病気で４日以上仕事を
休んだ場合や死亡した場合には、家内労働死傷病届を労働基準監督署に遅滞なく提出しなけ
ればなりません。

帳簿の備付け（法第27条）
委託者は、家内労働者ごとに、氏名や工賃支払額など、必要な事項を記入した帳簿を作って、
営業所に備え付けておかなければなりません。

令和2年4月1日より、帳簿の保存期間が3年間から5年間に延長されました（令和2年4月1日
以後に締結される委託に関する契約に係る帳簿の保存期間について適用されます。）。

年 月 日

時

年 月 日

労 働 ᒁ 㛗　Ẋ

注  意

Ṛ യ  者

家内労働者

補　助　者

Ⓨ　生　日　時

Ⴀ業所
名　⛠

所在地

氏 名

Ⓨ 生  ≧ ἣ

委 託 者  氏  名

委託業務
の 内 容

≧及び⛬ᗘ ఇ業日数又はṚஸの日時

　業　の　✀　㢮

യᐖの㒊

性　別 住 所年　௧

�㟁ヰ␒号㸧
委　 託 　者

及 び

Ṛയのཎᅉ

Ṛ   യ   

യ名又はṚᅉ

様式第㸱号

家 内 労 働 Ṛ യ  ᒆ

1　「Ṛയ者」欄の㸦　　㸧内は，該当しな࠸㡯をᾘすこと。

2　「Ṛയのཎᅉ及びⓎ生≧ἣ」欄には，ṚയのཎᅉとなࡗたᶵᲔ，ჾලそののタ備，ཎᮦᩱそのの物品の名⛠及びⓎ生≧ἣをලయⓗ
　に記入すること。

（日本工業規格　　Ａ列４）

委託年月日 受領年月日
支 払 工 賃
総 額

注  意

様式第４号

帳　　　　　　　　　　　簿

生 年 月 日 住　　　　　所

性　　別 生 年 月 日

代理業務の範囲

補　助　者
氏　　　　 　　　　名

氏　　　  　名

受　　領

工賃の単価 納品の時期

委　　　　　　　　託

工 賃 の
支 払 期 日

受 領 し た
物品の数量

通貨以外の
工賃支払方
法とその額

支払年月日

特 別 な
委 託 条 件

備 考

1　「作業場の所在地」欄には，家内労働者の作業場の所在地が住所と異なる場合に記入すること。

委託業務の
内 容

納入させる
物品の数量

家内労働者

氏　　　 　 名

性　　　　　別

住　　　  　所

作業上の所在地

工　賃　支　払

代 理 人

3　「特別な委託条件」欄には，当該家内労働者に関し，特別な委託条件を定めた場合に記入すること。

5　「通貨以外の工賃支払とその額」欄には，該当する場合に記入し，「支払工賃総額」の内数とすること。

備　　　考

2　「補助者」及び「代理人」欄には，該当する場合に記入すること。

4　「委託」欄には委託をするつど，「受領」欄には製造又は加工等に係る物品を受領するつど，又は「工賃支払」欄には工賃を支払うつど
　記入すること。

各種様式については、厚生労働省ホームページからダウンロードすることができます。
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000099622.html）
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申告（法第32条）
家内労働者や補助者は、家内労働法または同法に基づく命令に違反する事実が委託者にある
場合には、都道府県労働局または労働基準監督署に申告することができます。

罰則（法第33条～第36条）
これまで説明した事項のうち、努力義務になっているもの以外は、それに違反すればすべて
罰則の適用があります。
【注１】法第33条～第36条において罰則額が定められていますが、罰金等臨時措置法（昭

和23年12月18日法律第251号）第２条により、各条とも、2万円以下の罰金とされ
ています。

【注２】委託状況届及び家内労働死傷病届について、令和2年12月25日より、署名又は押印
が無くても、記名のみで届出が可能となりましたが、他人が委託者になりすまして
届出をした場合は、私文書偽造として法令違反になる可能性があります。

また、委託者の代理人、使用人その他の従業員が違反行為をしたときは、本人が罰せられる
だけでなく、委託者にも罰金刑が科せられます。



21

Ⅱ　家内労働に関する施策の概要 

家内労働者の労働条件の向上と生活の安定を図るために、国や都道府県労働局、労働基準監督
署では、次のような施策を行っています。

1　委託条件を明確にするための家内労働手帳の交付の徹底

2　工賃の通貨払、全額払、１か月以内払などの工賃支払の確保

3　工賃の改善を図るための最低工賃の決定および周知

4　危険または有害な業務に従事する家内労働者の安全および衛生の確保

5　特定の危険または有害な業務に従事する家内労働者の労災保険特別加入の促進

6　「インチキ内職」の被害防止

7　所得税の計算における必要経費の特例

１　家内労働手帳の交付の徹底について
家内労働手帳は、委託条件を文書で明確にし、委託者・家内労働者間の無用の紛争を防止する
など、家内労働者の権利を保護するための基本となるものです。
このため、適正な家内労働手帳が確実に家内労働者に交付され、しかも継続的に使用されるよ
う監督指導などを行うとともに、取り扱いやすく工夫された「伝票式家内労働手帳のモデル様式」
（５～６ページ参照）を示して、家内労働手帳の交付の徹底に努めています。

２　工賃支払の確保などについて　
家内労働者は、工賃で生計を立てたり、工賃を生活の補助とするために仕事をしていますので、
工賃が不払になったり、遅払になったり、また、突然仕事を打ち切られたりすると、生活に困る
ことになります。
このため、工賃の支払いの確保を図るために監督指導を実施するとともに、委託の打切りにつ
いては、早期にその予告を行うよう指導を行っています。

３　最低工賃の決定について　
最低工賃は、工賃の低廉な家内労働者の労働条件の改善を図るため、厚生労働大臣または都道
府県労働局長が審議会の意見を尊重して決定することになっており、その額は、最低工賃を決定
しようとする地域内において、その家内労働者と同一または類似の業務に従事する労働者に適用
される最低賃金との均衡を考慮して、物品の一定単位ごとに決定することとなっています。
平成31年３月７日現在、98件の最低工賃が決定されています。
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業種別最低工賃決定状況（平成31年３月７日現在9８件）

業　　　　　種 決定件数（件）
繊維工業 ৫物 3

ҥɺその他の繊維製品製業
χοτ製 4
製༸ͳͲط 37
・その他 15

紙・紙加工品製業 4
金属製品製業 3

電気機械器具等製業 電気機械器具ɺ情報通信機械器具ɺ
電子部品・デバイスɺ機械器具ͳͲ 25

その他 7
合ɹɹɹɹɹ計 98

都道府県別最低工賃決定状況一覧（平成31年３月７日現在9８件）

件　　　　　　　　名
ւಓ男子ط製製業
ւಓࡋ๓業
੨ݝࡋ๓業
੨ݝ男子・්ਓط製製業
੨ݝ電気機械器具製業
製༸製業طਓ・男子්ݝखؠ
電気機械器具製業ݝखؠ
男子・්ਓ製業ݝٶ
電気機械器具製業ݝٶ
ळాݝ通信機器༻部品製業
ळాݝ男子・්ਓ・子ڙ製業
製製業ط男子・්ਓݝܗࢁ
ౡݝԣฤχοτ製業
ౡݝ電気機械器具ɺ情報通信機械器具ɺ
電子部品・デバイス製業
ౡݝ֎ҥ・γϟπ製業
ҵݝ男子ط製༸製業
ҵݝ電気機械器具製業
ҵ්ݝਓ・子طڙ製製業
ಢ木ݝ電気機械器具製業
ಢ木ݝҥ製業
ԣฤχοτ製業ݝഅ܈
ਓ製業්ݝഅ܈
電気機械器具製業ݝഅ܈
紙加工品製業ݝۄ࡛

件　　　　　　　　名
ା製業ݝۄ࡛
๓製業ݝۄ࡛
電気機械器具製業ݝۄ࡛
製業ۺ革ݝۄ࡛
ઍ༿්ݝਓط製༸製業
౦ژ電気機械器具製業
౦ژ革ۺ製業
౦ژ්ਓط製༸製業
ਆಸݝ紙加工品製業
ਆಸݝスΧʔϑ・ϋϯΧνʔϑ製業
ਆಸݝ電気機械器具製業
৽ׁݝ男子・්ਓط製༸製業
৽ׁݝԣฤχοτ製業
৽ׁ࡞ݝ業工具製業
৽ׁݝ༸食器・器物製業
ݝࢁχοτ製業
ݝࢁ電気機械器具製業
ݝࢁϑΝスφʔ加工業
Ҫݝҥ製業
Ҫڸ؟ݝ製業
金属製品製業وݝསࢁ
電気機械器具製業ݝསࢁ
ਓ製業්ݝསࢁ
ݝ֎ҥ・γϟπ製業
ݝ電気機械器具製業
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件　　　　　　　　名
製༸製業ط男子ݝෞذ
ਓ製業්ݝෞذ
ಃ࣓器্ֆ業ݝෞذ
੩Ԭ྆ंݝ電気ઢ装ஔ製業
Ѫ྆ंݝ電気ઢ装ஔ製業
電気ઢ装ஔ製業྆ंݝॏࡾ
Լண・ิண製業ݝլ࣎
紙加工品製業ژ
৫物業ݜ۠ޙ୮ژ
େࡕ男子ط製༸製業
ฌݝݿ໖・スϑ৫物業
ฌۺݝݿԼ製業
ฌݝݿୠഅ۠ݜ・ਓݜ・ໟ৫物業
ฌݝݿ製業
ฌݝݿ電気機械器具製業
ಸྑۺݝԼ製業
ௗऔݝ男子・්ਓ製業
ௗऔݝࡋ๓業
ౡࠜݝ֎ҥ・γϟπ製業
ౡࠜݝ電気機械器具製業
ౡࠜݝࡋ๓業
Ԭ྆ंݝࢁ電気ઢ装ஔ製業
製๓製業طݝౡ
๓業ࡋݝౡ
ໟච・ըච製業ݝౡ

件　　　　　　　　名
電気機械器具製業ݝౡ
๓業ࡋݝޱࢁ
業製業࡞・ߍֶ・製༸ط男子ݝޱࢁ
ಙౡݝ๓製業（Լண・ϋϯΧνʔϑ製業）
߳ݝखା・ιοΫスΧバʔ製業
ѪඤݝλΦϧ製業
業࢈繊維ݝߴ
Ӵੜ༻紙製業ݝߴ
Ԭݝ男子製業
Ԭ්ݝਓ製業
製製業طਓ්ݝլࠤ
࡚ݝ男子ط製༸製業
්࡚ݝਓط製༸製業
࡚ݝࡋ๓業
๓業ࡋݝຊ۽
๓製業ݝຊ۽
電気機械器具製業ݝຊ۽
େݝ電気機械器具製業
େݝҥ製業
製༸製業ط男子ݝ࡚ٶ
製༸製業طਓ්ݝ࡚ٶ
内೩機ؔ電装品製業ݝ࡚ٶ
電気機械器具ɺ情報通信機械器具ɺݝౡࣇࣛ
電子部品・デバイス製業
ԭೄݝ๓製業
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労災保険特別加入対象
特別加入できるのは、年間を通じ常態として次の危険有害作業に従事する家内労働者等です。

◦　プレス機械、型付け機、型打ち機、シャー、旋盤、ボール盤またはフライス盤を使用して
行う金属、合成樹脂、皮、ゴム、布または紙の加工の作業

◦　金属製洋食器、刃物、バルブまたはコックの製造または加工に関する次のいずれかの作業
①研削盤やバフ盤を使用して行う研削または研まの作業
②溶融した鉛を用いて行う金属の焼入れ、焼きもどしの作業

◦　有機溶剤や有機溶剤含有物を使用して行う作業のうち、以下のいずれかの製品の製造また
は加工に関するもの
①履物、鞄、袋物、服装用ベルト、グラブ、ミット（化学物質製、皮製、布製のものに限る）
②木製または合成樹脂製の漆器

◦　陶磁器の製造に関する作業のうち、以下のいずれかに当たるもの
①粉じん作業
②鉛化合物を含有する釉薬を使用して行う施釉の作業
③鉛化合物を含有する絵具を使用して行う絵付けの作業
④施釉、絵付けを行ったものの焼成の作業

◦　動力により駆動する合糸機、撚糸機または織機を使用して行う作業
◦　木工機械を使用して行う作業のうち、以下のいずれかの製品の製造または加工に関するもの

①仏壇
②木製または竹製の食器

４　安全及び衛生の確保について
家内労働者が使用する機械器具や原材料の中には、危険または有害なものがあり、しかも多く
の場合、作業は家内労働者の自宅で行われています。そのため、いったん仕事による災害が発生
すると被害は家族にまで及び、きわめて悲惨な結果を招くことになります。
このような災害を防止するため、プレス機械、有機溶剤などを使用する危険または有害な業務に
従事する家内労働者が多い地域を中心に、委託者、家内労働者および補助者に対して、必要な遵
守事項などについて周知徹底を図るとともに、監督指導を行っています。
また、委託者、家内労働者それぞれが業務の危険性や有害性について認識を持ち、自ら災害防
止に努めることが重要ですので、広報活動などを通じて災害の防止意識の高揚を図っています。

5　労災保険特別加入制度について
業務上の負傷や疾病の発生するおそれの多い特定の作業に従事する家内労働者や補助者（以下

「家内労働者等」という。）については、その作業の実態からみて一般の労働者に準じて保護する
ことが適当と認められることから、労災保険に特別加入できるようになっています。
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給付基礎日額
労災保険の給付額を算定する基礎となる給付基礎日額は、特別加入者の希望に基づき、都道
府県労働局長が承認した額となります。
その額は、2,000円、2,500円、3,000円、3,500円、4,000円、5,000円、6,000円、7,000円、8,000円、
9,000円、10,000円、12,000円、14,000円、16,000円、18,000円、20,000円、22,000円、24,000円、
25,000円となっています（※2,000円、2,500円、3,000円は家内労働者のみに認められています。）。
給付基礎日額として希望する額は、特別加入者の実際の工賃収入額などの所得水準に見合っ
た額としてください。

保険料
保険料は家内労働者等の団体が納付します。その保険料は特別加入者各人の給付基礎日額に
応じて定められている「保険料算定基礎額」に、特別加入者各人の従事するそれぞれの作業に
該当する保険料率を乗じた額の合計額となります（次ページ参照）。

特別加入時健康診断
家内労働者等で特別加入を希望し、下表に掲げる業務を行う予定者であって、かつ、当該業
務にそれぞれ定められた期間従事したことがある場合には、特別加入を行う際に特別加入健康
診断を受ける必要があります。
この診断の結果、有害物による中毒などのため療養に専念しなければならないと認められる
場合には、従事する業務にかかわらず特別加入はできません。また、その業務からの転換が必
要と認められる場合には、その業務に係る特別加入はできません。

特別加入予定者の業務の種類 特別加入前に左記の業務に従事した期間
（通算期間）

１ ค͡Μ࡞業Λ͏ߦ業 3ɹɹɹɹҎɹ্
̎ ৼಈ工具༻の業 1ɹɹɹɹҎɹ্
̏ Ԗ業 6ɹかɹ月ɹҎɹ্
̐ ༗機༹ࡎ業 6ɹかɹ月ɹҎɹ্

加入手続
特別加入をしようとする家内労働者等の団体（団体がない場合には、団体を作る必要があり
ます。）は、「特別加入申請書」を所轄の労働基準監督署長を経由して都道府県労働局長に提出
し、その承認を受けることになります。
なお、保険期間は承認日の属する保険年度の末日までですが、毎年更新していくことができ
ます。
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保険料率表（令和２年９月１日時点）

作業内容 特別加入保険料率

ϓϨス機械ɺܕ͚機ɺܕଧͪ機ɺγϟʔɺટ൫ɺϘʔϧ൫·たϑϥイス൫
Λ͏ߦͯ͠༺金属ɺ合थࢷɺ皮ɺゴムɺ·た紙の加工の࡞業 15 ʗ 1000

金属製༸食器ɺਕ物ɺバϧϒ·たίοΫの製·た加工ʹؔ͢Δ࣍の͍ͣ
Εかの࡞業ɹ
業ɹ࡞の·ݚた·ݚ͏ߦͯ͠༺൫バϑ൫Λݚ・
・༹༥͠たԖΛ༻͍ͯ͏ߦ金属のমೖΕɺম͖Ͳ͠の࡞業

15 ʗ 1000

༗機༹ࡎ༗機ؚ༹ࡎ༗物Λ࡞͏ߦͯ͠༺業の͏ͪɺҎԼの͍ͣΕかの製品
の製·た加工ʹؔ͢Δのɹ
・ ཤ物ɺבɺା物ɺ装༻ϧτɺάϥϒɺϛοτ（Խֶ物࣭製ɺ皮製ɺ製

ののʹݶΔ）ɹ
・木製·た合थࢷ製の࣫器

6 ʗ 1000

ಃ࣓器の製ʹؔ͢Δ࡞業の͏ͪɺҎԼの͍ͣΕかʹ当たΔの
・ค͡Μ࡞業ɹ
・ԖԽ合物Λؚ༗͢ΔᬵༀΛࢪ͏ߦͯ͠༺ᬵの࡞業ɹ
・ԖԽ合物Λؚ༗͢Δֆ具Λ͏ߦͯ͠༺ֆ͚の࡞業
業࡞たののমのͬߦᬵɺֆ͚Λࢪ・

17 ʗ 1000

ಈྗʹΑりۦಈ͢Δ合ࢳ機ɺ೨ࢳ機·た৫機Λ࡞͏ߦͯ͠༺業 3 ʗ 1000

木工機械Λ࡞͏ߦͯ͠༺業の͏ͪɺҎԼの͍ͣΕかの製品の製·た加工
ʹؔ͢Δの
・ஃ
・木製·た製の食器

18 ʗ 1000

保険給付および特別支給金
家内労働者等が、その作業場において、特別加入申請書の「業務又は作業の内容」欄に記載した作業

中に、または作業場に隣接した場所において、家内労働に関する材料、加工品などの積み込み、積み下ろ
しおよび運搬作業中に被った災害について、保険給付を行います。したがって、自宅と作業場との間、また
は自宅や作業場と委託者の事務所との間の往復行為中に被った災害には保険給付を行いません。
なお、令和２年９月１日以降について、複数の作業場で就業している場合もしくは複数の特別加入をしてい

る場合は、複数の作業を要因とする負傷や病気等についても、保険給付が行われるようになりました。

（１）　保険給付
ᶃ ྍཆิঈڅ（ෳࣄ業࿑ಇऀྍཆڅ）
家内労働者等が業務上の負傷や病気により療養を必要とする場合には、労災病院または労災指定

病院などで無料で療養を受けられます。そのほかの医療機関で療養を受けた場合には、療養に要した
費用が支給されます。
複数の作業場で就業している場合もしくは複数の特別加入をしている場合は、複数の作業を要因と

する負傷や病気により療養を必要とする場合にも、同様に無料の療養または療養に要した費用が支給
されます。

ᶄ （څ業ٳ業࿑ಇऀࣄෳ）څ業ิঈٳ
家内労働者等が業務上の負傷または病気による療養のため仕事をすることができずに休業した場合、

休業してから４日目以降、休業１日につき給付基礎日額の60％に相当する額が支給されます。
複数の作業場で就業している場合もしくは複数の特別加入をしている場合は、複数の作業を要因と

する負傷または病気による療養のため仕事をすることができずに休業した場合にも、休業してから４日目
以降、休業１日につき給付基礎日額の60％に相当する額が支給されます。
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ᶅ োิঈڅ（ෳࣄ業࿑ಇऀোڅ）
家内労働者等の業務上の負傷や病気が治った後に、身体に一定の障害（後遺症）が残った場合

には、その障害の程度に応じて、年金（給付基礎日額の131～313日分）または 一時金（給付基礎
日額の56～503日分）が支給されます。
複数の作業場で就業している場合もしくは複数の特別加入をしている場合は、複数の作業を要因と

する負傷や病気が治った後に、身体に一定の障害（後遺症）が残った場合にも、その障害の程度に
応じて、年金（給付基礎日額の131～313日分）または一時金（給付基礎日額の56～503日分）が
支給されます。

ᶆ ইපิঈ金（ෳࣄ業࿑ಇऀইප金）
業務上の負傷や病気が療養開始後１年６か月を経過しても治らず、その傷病による障害の状態が傷

病等級に該当する場合には、障害の程度に応じ年金（給付基礎日額の245～313日分）が支給されます。
複数の作業場で就業している場合もしくは複数の特別加入をしている場合は、複数の作業を要因と

する負傷や病気が療養開始後１年６か月を経過しても治らず、その傷病による障害の状態が傷病等級
に該当する場合にも、障害の程度に応じ年金（給付基礎日額の245～313日分）が支給されます。

ᶇ Ҩิঈڅ（ෳࣄ業࿑ಇऀҨڅ）
家内労働者等が業務上の理由により死亡した場合には、その遺族に対して年金（遺族の人数に応

じて給付基礎日額の153～245日分）が支給され、年金を受けることのできる遺族のいないときは、一
時金（給付基礎日額の1,000日分）が支給されます。
複数の作業場で就業している場合もしくは複数の特別加入をしている場合は、複数の作業を要因と

する理由により死亡した場合にも、その遺族に対して年金（遺族の人数に応じて給付基礎日額の153
～245日分）が支給され、年金を受けることのできる遺族のいないときは、一時金（給付基礎日額の1,000
日分）が支給されます。

ᶈ ࡇ料（ෳࣄ業࿑ಇऀڅࡇ）
業務上死亡した家内労働者等の葬祭を行う者に対して315,000円に給付基礎日額の30日分を加え

た額または給付基礎日額の60日分の額のいずれか高い方が支給されます。
複数の作業場で就業している場合もしくは複数の特別加入をしており、複数の作業を要因とする理

由により死亡した家内労働者等の葬祭を行う者に対して315,000円に給付基礎日額の30日分を加えた額
または給付基礎日額の60日分の額のいずれか高い方が支給されます。

ᶉ հิޢঈڅ（ෳࣄ業࿑ಇऀհڅޢ）
家内労働者等が業務上の事由により負傷し、または病気になり、一定の障害が残ったために介護を

受けている場合には、その介護の状態に応じて支給されます。
複数の作業場で就業している場合もしくは複数の特別加入をしている場合は、複数の作業を要因と

する理由により負傷し、または病気になり、一定の障害が残ったために介護を受けている場合には、そ
の介護の状態に応じて支給されます。

（２）　特別支給金
ᶃ 金څࢧ業ಛผٳ
家内労働者等が業務上の負傷または病気による療養のため仕事をすることができずに休業した場合、

休業してから４日目以降、休業１日につき給付基礎日額の20％に相当する額が休業補償給付に併せて
支給されます。

ᶄ োಛผڅࢧ金
家内労働者等の業務上の負傷や病気が治った後に、身体に一定の障害（後遺症）が残った場合

には、その障害の程度に応じ一時金（８～342万円）が障害補償給付に併せて支給されます。
ᶅ Ҩಛผڅࢧ金
家内労働者等の業務上の事由による死亡の当時、遺族補償給付を受ける権利を有する遺族に対し遺

族特別支給金（一時金）として300万円（遺族補償給付を受けることができる者が２人以上ある場合は
それぞれ300万円をその人数で除して得た額）が支給されます。

ᶆ ইපಛผڅࢧ金
家内労働者等が、業務上の負傷や病気が療養開始後１年６か月を経過しても治らず、その傷病によ

る障害の程度が傷病等級に該当する場合には、その障害の程度に応じ一時金（100～114万円）が
傷病補償年金に併せて支給されます。
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６　いわゆる「インチキ内職」の被害防止について　
内職希望者の中には、高収入の仕事があるという広告に誘われて、さまざまな名目で高い金額
を支払わせられる一方、仕事の内容や収入については約束と違うという被害にあう例があります。

いわゆる「インチキ内職」には、次のようなものがあります。

（1）内職講習会と称して多額の受講料などを取り、委託した仕事についてはさまざまな条件を
つけて買いたたいたり、仕上り具合を問題にして買い上げを拒否する。

（2）相当の工賃収入が得られると宣伝し、高額の機械を市価の倍額くらいで売りつける。工賃
の取り決めはあいまい。

（3）登録料を払って会員になれば仕事を紹介すると宣伝しているが、仕事は全く紹介せず、登
録料の返還を要求しても応じない。

（4）仕事の発注が安定的にあるような宣伝をしているが、実際は、仕事先の開拓や、それに必
要な費用も負担させ、報酬も歩合制で支払う。

また、最近では、パソコンなどを使って、自宅で簡単にできる内職という宣伝をしながら、実
際は高額な教材を売りつけられた上、仕事ももらえないといった、情報通信機器を使った内職に
絡むトラブルも多発しています。
これらのいわゆる「インチキ内職」については、その実態からみて家内労働法の適用がある場
合には、委託状況届の提出、家内労働手帳の交付、工賃の支払いなど委託者としての義務が課せ
られることになるので、家内労働法に定められた事項の遵守について厳重な監督指導を行うこと
としています。
また、これまで問題となった例では、主として誇大広告に問題があることが多いので、内職希
望者が誇大広告に惑わされないよう関係機関との連携により注意喚起に努めています。
しかし、このような「インチキ内職」の被害を防ぐためには、内職希望者自身の注意が何より
も肝心です。誰にでもできる簡単な仕事で高収入が得られるというような「うまい話」は、普通
あり得ません。
仕事を始めるときは、少なくとも次のことに注意して慎重に対処することが必要です。

（1）高額な収入が得られるなど「うまい話」に惑わされないこと。
簡単な仕事で、高収入が得られるとは考えにくい。また、業者のいうように仕事を紹介し
てくれる保証はないので、納得ができるまで十分に説明を求めて確認し、本当に自分にでき
る仕事かどうか冷静に判断した上で、結論を出すこと。

（2）収入などの委託条件を十分に確認し、内容は契約書などの書面でもらうこと。
（3）信用できる業者かどうか十分検討すること。

例えば、高額な商品を購入させるなど事前にお金を支払わせる業者、安易に高収入を約束
する業者、強引な勧誘をする業者、契約や支払いを急がせる業者、納得できる説明をしない
業者などには特に注意すること。
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７　所得税の計算における必要経費の特例について　
所得税額の計算において、事業所得または雑所得の金額は、総収入金額から実際にかかった
必要経費を差し引いて計算することになっていますが、家内労働者については、必要経費として
55万円まで認める特例があります。

（1）家内労働者の所得が事業所得または雑所得のどちらかの場合の控除額
実際にかかった経費の額が55万円未満のときでも、所得金額の計算上必要経費が55万円ま
で認められます。

（2）家内労働者に事業所得および雑所得の両方の所得がある場合の控除額
事業所得および雑所得の実際にかかった経費の合計額が55万円未満のときは、上記（1）と
同様必要経費が合計で55万円まで認められます。この場合には、55万円と実際にかかった経
費の合計額との差額を、まず雑所得の実際にかかった経費に加えることになります。

（3）家内労働による所得のほか、給与の収入金額がある場合
・給与の収入金額が55万円以上あるときは、この特例は受けられません。
・給与の収入金額が55万円未満のときは、55万円からその給与の収入金額を差し引いた残額
と、事業所得や雑所得の実際にかかった経費の合計額とを比べて高い方がその事業所得や雑
所得の必要経費になります。

家内労働者が得ている所得の種類などによってこの特例が適用されるかどうかが異なります
ので、詳しくは税務署におたずねください。
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Ⅲ　家内労働の現状（出典：令和 2 年度家内労働概況調査）

令和２年10月1日現在の家内労働の現状をみると次のようになります。

１　家内労働従事者（第１表）
令和２年10月1日現在、家内労働に従事する者の総数は10万8,539人です。その内訳をみると、
製造業者や販売業者から委託を受けて、主として自宅で物品の製造、加工等に従事している家内
労働者は10万5,301人、家内労働者の同居の親族で、家内労働者とともに仕事に従事している
補助者は3,238人となっています。

２　家内労働者　
（1）　推移（第1表）

家内労働法が制定された昭和45年以降の家内労働者数の推移をみると、昭和48年の184万
4,400人がピークでしたが、令和２年は10万5,301人となっています。

（2）　男女別（第1表）　
家内労働者数を男女別にみると、男性が1万1,220人であるのに対し、女性は9万4,081人と
全体の89.3％を占めています。

（3）　類型別（第1表）　
家内労働者数を類型別にみると、家庭の主婦などが従事する内職的家内労働者が9万9,244
人で全体の94.2％と大部分を占め、世帯主が本業として従事する専業的家内労働者は4,905人
（4.7％）、農業や漁業の従事者等が本業の合間に従事する副業的家内労働者は1,152人（1.1％）
となっています。

（4）　業種別（第2表）
家内労働者数を業種別でみると、貴金属製造、がん具花火製造などの「その他（雑貨等）」を

除くと、衣服の縫製、ニットの編立てなどの「繊維工業」が2万6,077人（24.8％）と最も多く、
次いでコネクター差しなどの「電気機械器具製造業」が1万1,903人（11.3％）となっています。

（5）　都道府県別（第3表）
家内労働者数を都道府県別にみると、東京都が9,848人と最も多く、次いで愛知県が8,164人、
大阪府が7,751人となっています。
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（6）　危険有害業務に従事する家内労働従事者数（第４表）
危険有害業務に従事する家内労働従事者数は、9,572人で、家内労働従事者数に占める割合
は8.8％となっています。
業務の種類別にみると、動カミシンやニット編み機など「動力により駆動される機械を使用
する作業」が、7,578人と最も多く、危険有害業務に従事する家内労働従事者全体の79.2％を
占めています。

３　委託者　
（1）　委託者数（第5表）

令和２年10月1日現在の委託者数は、7,500で、その内訳をみると、製造又は販売業者が7,225、
製造又は販売業者から製造、加工等を請負い、これを家内労働者に委託する請負業者が275と
なっています。

（2）　業種別（第5表）　
委託者数を業種別でみると、「その他（雑貨等）」を除くと、「繊維工業」が2,683（35.8％）
と最も多く、次いで「電気機械器具製造業」が764（10.2％）となっています。

（3）　1委託者当たりの平均家内労働者数（第5表）　
1委託者当たりの平均家内労働者数は14.0人で、業種別にみると、「その他（雑貨等）」を除くと、

「ゴム製品製造業」が23.7人と最も多く、次いで「紙・紙加工品製造業」が16.3人となっている
のに対し、「窯業・土石製品製造業」は9.6人と最も少なくなっています。

４　代理人
（1）　代理人数（第5表）

委託者が多数の遠隔地の家内労働者に仕事を委託する場合は、自らが直接家内労働者に原材
料や製品の運搬、工賃の支払い等を行うことが距離的、時間的に難しいことから、これらの業
務を行わせるため、家内労働者との問に代理人を置いていることがありますが、その数は令和
２年10月1日現在322人となっています。

（2）　業種別（第5表）　
代理人数を業種別にみると、「その他（雑貨等）」を除くと、「繊維工業」が83人（25.8％）
と最も多く、次いで「電気機械器具製造業」が35人（10.9％）、「紙・紙加工品製造業」が29人（9.0％）
となっています。
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第 1表　家内労働従事者数、家内労働　　　　　　　　者数、補助者数及び委託者数の推移

区　　　分 昭和45年度 4８年度 50年度 55年度 60年度 平成2年度 7年度 12年度 17年度 22年度 27年度 30年度 令和元年度 2年度
家内࿑ಇैऀࣄ
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ਓ
ù, ÷ûø, ù÷÷
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ø, øûĀ, ÷÷÷
（˚ú� ù�）
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（˚ü� þ�）

üûĀ, üÿü
（˚øù� ú�）

úúø, ÿúø
（˚Ā� ø�）

ù÷þ, øûù
（˚û� ù�）

øúý, ùÿĀ
（˚ý� ø�）

øøø� ÷úÿ
（˚ ø� ÿ�）

øø÷, ÿøù
（ù� ú�）

ø÷ü, ÷üû
（˚ ü� ù�）

ø÷ü� ú÷ø
（÷� ù�）

内
　
　
　
訳

性
別

男ɹ性 øúĀ, ü÷÷
ʦþ� þ�ʧ

øúý, ý÷÷
ʦþ� û�ʧ

øùü, ù÷÷
ʦÿ� ÷�ʧ

ø÷ø, Ā÷÷
ʦþ� ÿ�ʧ

þÿ, ø÷÷
ʦý� ÿ�ʧ

üÿ, ü÷÷
ʦý� ü�ʧ

úý, ûûú
ʦý� ý�ʧ

ùú, ÿÿÿ
ʦþ� ù�ʧ

øÿ, þüÿ
ʦĀ� ø�ʧ

øú, øĀø
ʦĀ� þ�ʧ

øø, ÿû÷
<ø÷� þ�>

øú, úùû
<øù� ÷�>

øø, ÷úú
<ø÷� ü�>

øø� ùù÷
<ø÷� þ�>

女ɹ性 ø, ýþø, þ÷÷
ʦĀù� ú�ʧ

ø, þ÷þ, ÿ÷÷
ʦĀù� ý�ʧ

ø, ûúÿ, ü÷÷
ʦĀù� ÷�ʧ

ø, ùøù, ÷÷÷
ʦĀù� ù�ʧ

ø, ÷þ÷, Ā÷÷
ʦĀú� ù�ʧ

ÿûû, ÿ÷÷
ʦĀú� ü�ʧ

üøú, øûù
ʦĀú� û�ʧ

ú÷þ, Āûú
ʦĀù� ÿ�ʧ

øÿÿ, úÿû
ʦĀ÷� Ā�ʧ

øùú, ÷Āÿ
ʦĀ÷� ú�ʧ

ĀĀ� øĀÿ
<ÿĀ� ú�>

Āþ, ûÿÿ
<ÿÿ� ÷�>

Āû, ÷ùø
<ÿĀ� ü�>

Āû, ÷ÿø
<ÿĀ� ú�>

類
型
別

専ɹ業 øþø, ÷÷÷
ʦĀ� û�ʧ

øþø, ÷÷÷
ʦĀ� ú�ʧ

øúû, ÿ÷÷
ʦÿ� ý�ʧ

ø÷ø, û÷÷
ʦþ� þ�ʧ

þý, ù÷÷
ʦý� ý�ʧ

ü÷, û÷÷
ʦü� ý�ʧ

úø, ÿûÿ
ʦü� ÿ�ʧ

øý, Āøû
ʦü� ø�ʧ

ø÷, ÿøú
ʦü� ù�ʧ

ü, Ā÷÷
ʦû� ú�ʧ

ü� úûú
<û� ÿ�>

û, ÿĀ÷
<û� û�>

û, þûø
<û� ü�>

û, Ā÷ü
<û� þ�>

内ɹ職 ø, üĀþ, ù÷÷
ʦÿÿ� ù�ʧ

ø, ýúú, ý÷÷
ʦÿÿ� ý�ʧ

ø, úĀú, ÿ÷÷
ʦÿĀ� ø�ʧ

ø, øÿĀ, ü÷÷
ʦĀ÷� ü�ʧ

ø, ÷üÿ, ü÷÷
ʦĀù� ø�ʧ

ÿûú, ü÷÷
ʦĀú� û�ʧ

üøù, Ā÷÷
ʦĀú� ú�ʧ

úøø, ÿúü
ʦĀû� ÷�ʧ

øĀú, þþÿ
ʦĀú� ý�ʧ

øùĀ, üþþ
ʦĀü� ø�ʧ

ø÷û� ĀùĀ
<Āû� ü�>

ø÷û, ÿøÿ
<Āû� ý�>

ĀĀ, ÷üý
<Āû� ú�>

ĀĀ, ùûû
<Āû� ù�>

副ɹ業 ûú, ÷÷÷
ʦù� û�ʧ

úĀ, ÿ÷÷
ʦù� ù�ʧ

úü, ø÷÷
ʦù� ù�ʧ

ùú, ÷÷÷
ʦø� ÿ�ʧ

øû, ú÷÷
ʦø� ù�ʧ

Ā, û÷÷
ʦø� ÷�ʧ

û, ÿúþ
ʦ÷� Ā�ʧ

ú, ÷ÿù
ʦ÷� Ā�ʧ

ù, üüø
ʦø� ù�ʧ

ÿøù
ʦ÷� ý�ʧ

þýý
<÷� þ�>

ø, ø÷û
<ø� ÷�>

ø, ùüþ
<ø� ù�>

ø, øüù
<ø� ø�>

ิ ɹ ॿ ɹ ऀ ɹ  ù÷ü, Ā÷÷ øĀý, ÿ÷÷ øýù, ÷÷÷ ø÷ø, ý÷÷ þû, ù÷÷ ûÿ, û÷÷ ùþ, øøý øü, ùüú Ā, ûÿú û, ÿûù ú� ýøþ ú, ýĀĀ ú, ùúĀ ú, ùúÿ
ҕ ɹ ୗ ɹ ऀ ɹ  øøú, ø÷÷ øø÷, Ā÷÷ ø÷ý, ø÷÷ Ā÷, ø÷÷ ÿ÷, ý÷÷ üĀ, ÿ÷÷ úÿ, üúÿ ùû, øøý øü, ÷ø÷ ø÷, ûûþ þ, þý÷ þ, ýüû þ, úùÿ þ, ü÷÷

�ɿʮՈ࿑ಇैऀࣄʯɺʮՈ࿑ಇऀʯͱʮิॿऀʯͷ߹ܭΛ͍͏ɻ
�ɿʦɹʧɺੑٴͼྨܕผͷߏൺͰ͋Δɻ

�ɿ ত��͔Βฏ�·ͰͷԼ�ܻͰޒࣺ࢛ೖͯ͋͠ΔͨΊɺ༁ͷΛੵΈ上͛ͨɺ߹ܭͷͱ
Ұக͠ͳ͍߹͕͋Δɻ

第 2表　業種別家内労働者　　　　　　　　数及び主な家内労働業務　

業　　　　　種 令和元年度 令和２年度 対前年度比率 主な家内労働業務

૯
ਓ

105, 054
100�

ਓ
105, 301

100�

ˋ
0� 2

食料品製業 2, 022
1� 9�

2, 006
1� 9� ˚ 0� 8 の加工ɺ͖ࠛרɺ食品のା٧Ί・γʔϧషり

繊維工業 26, 202
24� 9�

26, 077
24� 8� ˚ 0� 5 ҥの๓製ɺχοτฤཱͯɺ೨ࢳ製ɺࢳݜ等ʹΑΔ৫ɺϛγϯ๓製ɺࡋ๓ɺஂの໖ೖΕɺλΦϧのϔム加工

木材・木製品ɺ家具・装備品製業 870
0� 8�

1, 121
1� 1� 28� 9 ృസ加工ɺஃ加工ɺࡩ皮のு͚・加工ɺ額ԑ製ɺϒϥイϯυཱ

紙・紙加工品製業 7, 186
6� 8�

7, 123
6� 8� ˚ 0� 9 紙ശのཱɺ෧ކ͚ɺ紙ାのுり・ͻ͚ɺγϣοϐϯάାのޱਊೖΕ・ͻ͚ɺςΟογϡϖʔύʔの٧合ͤ

印刷・ಉؔ࿈ٴͼ出版業 2, 611
2� 5�

2, 764
2� 6� 5� 9 製ຊɺϫʔϓϩೖྗɺจߍࣈਖ਼ɺνϥγା٧Ίɺ加আࣜのฤू

ゴム製品製業 6, 607
6� 3�

6, 340
6� 0� ˚ 4� 0 ゴム製ཤ物の部品ష合ͤɺゴム製品のバϦऔり

皮革製品製業 1, 918
1� 8�

2, 231
2� 1� 16� 3 革ۺの製ߕ・ఈ͚ɺ革खାのՐの͠ɺבのކ͚加工

窯業・土石製品製業 928
0� 9�

901
0� 9� ˚ 2� 9 ಃ࣓器のੜ製・্ֆ͚・ম・సࣸషり・ரࠐΈ

金属製品製業 3, 175
3� 0�

3, 283
3� 1� 3� 4 ༸食器ݚຏɺ࡞業工具ݚຏɺਕ物ݚຏɺ金属ϓϨス加工ɺݤ部品加工ɺڒのཱͯ

電子部品・デバイス製業 4, 928
4� 7�

4, 514
4� 3� ˚ 8� 4 電子部品のཱ・ࠪݕ

電気機械器具製業 12, 114
11� 5�

11, 903
11� 3� ˚ 1� 7 ίωΫλʔࠩ͠ɺνϡʔϒ通͠ɺΩϟοϓ通͠ɺγʔϧυઢの加工ɺίϯデϯαʔのࠪݕɺίイϧ͖רɺϫイϠʔϋʔωスཱ

情報通信機械器具製業 843
0� 8�

820
0� 8� ˚ 2� 7 แ装ɺέʔϒϧ加工ɺΧʔφϏཱ・ࠪݕ・ଳ電部品のཱܞ

機械器具等製業 5, 304
5� 0�

5, 448
5� 2� 2� 7 ࣗಈं部品ཱɺۭߤ機部品ཱ

その他（雑貨等） 30, 346
28� 9�

30, 770
29� 2� 1� 4 ɺໟච・ըචのึटֻ͚ͭ・ͼ݁ࢳຏ・ཱɺのݚ・加工ڸ؟金属製ɺ͕Μ具ՖՐ製ɺو り͘ɺࣄ༻品製
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第 1表　家内労働従事者数、家内労働　　　　　　　　者数、補助者数及び委託者数の推移
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ù÷þ, øûù
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（˚ý� ø�）

øøø� ÷úÿ
（˚ ø� ÿ�）

øø÷, ÿøù
（ù� ú�）

ø÷ü, ÷üû
（˚ ü� ù�）

ø÷ü� ú÷ø
（÷� ù�）

内
　
　
　
訳

性
別

男ɹ性 øúĀ, ü÷÷
ʦþ� þ�ʧ

øúý, ý÷÷
ʦþ� û�ʧ

øùü, ù÷÷
ʦÿ� ÷�ʧ

ø÷ø, Ā÷÷
ʦþ� ÿ�ʧ

þÿ, ø÷÷
ʦý� ÿ�ʧ

üÿ, ü÷÷
ʦý� ü�ʧ

úý, ûûú
ʦý� ý�ʧ

ùú, ÿÿÿ
ʦþ� ù�ʧ

øÿ, þüÿ
ʦĀ� ø�ʧ

øú, øĀø
ʦĀ� þ�ʧ

øø, ÿû÷
<ø÷� þ�>

øú, úùû
<øù� ÷�>

øø, ÷úú
<ø÷� ü�>

øø� ùù÷
<ø÷� þ�>

女ɹ性 ø, ýþø, þ÷÷
ʦĀù� ú�ʧ

ø, þ÷þ, ÿ÷÷
ʦĀù� ý�ʧ

ø, ûúÿ, ü÷÷
ʦĀù� ÷�ʧ

ø, ùøù, ÷÷÷
ʦĀù� ù�ʧ

ø, ÷þ÷, Ā÷÷
ʦĀú� ù�ʧ

ÿûû, ÿ÷÷
ʦĀú� ü�ʧ

üøú, øûù
ʦĀú� û�ʧ

ú÷þ, Āûú
ʦĀù� ÿ�ʧ

øÿÿ, úÿû
ʦĀ÷� Ā�ʧ

øùú, ÷Āÿ
ʦĀ÷� ú�ʧ

ĀĀ� øĀÿ
<ÿĀ� ú�>

Āþ, ûÿÿ
<ÿÿ� ÷�>

Āû, ÷ùø
<ÿĀ� ü�>

Āû, ÷ÿø
<ÿĀ� ú�>

類
型
別

専ɹ業 øþø, ÷÷÷
ʦĀ� û�ʧ

øþø, ÷÷÷
ʦĀ� ú�ʧ

øúû, ÿ÷÷
ʦÿ� ý�ʧ

ø÷ø, û÷÷
ʦþ� þ�ʧ

þý, ù÷÷
ʦý� ý�ʧ

ü÷, û÷÷
ʦü� ý�ʧ

úø, ÿûÿ
ʦü� ÿ�ʧ

øý, Āøû
ʦü� ø�ʧ

ø÷, ÿøú
ʦü� ù�ʧ

ü, Ā÷÷
ʦû� ú�ʧ

ü� úûú
<û� ÿ�>

û, ÿĀ÷
<û� û�>

û, þûø
<û� ü�>

û, Ā÷ü
<û� þ�>

内ɹ職 ø, üĀþ, ù÷÷
ʦÿÿ� ù�ʧ

ø, ýúú, ý÷÷
ʦÿÿ� ý�ʧ

ø, úĀú, ÿ÷÷
ʦÿĀ� ø�ʧ

ø, øÿĀ, ü÷÷
ʦĀ÷� ü�ʧ

ø, ÷üÿ, ü÷÷
ʦĀù� ø�ʧ

ÿûú, ü÷÷
ʦĀú� û�ʧ

üøù, Ā÷÷
ʦĀú� ú�ʧ

úøø, ÿúü
ʦĀû� ÷�ʧ

øĀú, þþÿ
ʦĀú� ý�ʧ

øùĀ, üþþ
ʦĀü� ø�ʧ

ø÷û� ĀùĀ
<Āû� ü�>

ø÷û, ÿøÿ
<Āû� ý�>

ĀĀ, ÷üý
<Āû� ú�>

ĀĀ, ùûû
<Āû� ù�>

副ɹ業 ûú, ÷÷÷
ʦù� û�ʧ

úĀ, ÿ÷÷
ʦù� ù�ʧ

úü, ø÷÷
ʦù� ù�ʧ

ùú, ÷÷÷
ʦø� ÿ�ʧ

øû, ú÷÷
ʦø� ù�ʧ

Ā, û÷÷
ʦø� ÷�ʧ

û, ÿúþ
ʦ÷� Ā�ʧ

ú, ÷ÿù
ʦ÷� Ā�ʧ

ù, üüø
ʦø� ù�ʧ

ÿøù
ʦ÷� ý�ʧ

þýý
<÷� þ�>

ø, ø÷û
<ø� ÷�>

ø, ùüþ
<ø� ù�>

ø, øüù
<ø� ø�>

ิ ɹ ॿ ɹ ऀ ɹ  ù÷ü, Ā÷÷ øĀý, ÿ÷÷ øýù, ÷÷÷ ø÷ø, ý÷÷ þû, ù÷÷ ûÿ, û÷÷ ùþ, øøý øü, ùüú Ā, ûÿú û, ÿûù ú� ýøþ ú, ýĀĀ ú, ùúĀ ú, ùúÿ
ҕ ɹ ୗ ɹ ऀ ɹ  øøú, ø÷÷ øø÷, Ā÷÷ ø÷ý, ø÷÷ Ā÷, ø÷÷ ÿ÷, ý÷÷ üĀ, ÿ÷÷ úÿ, üúÿ ùû, øøý øü, ÷ø÷ ø÷, ûûþ þ, þý÷ þ, ýüû þ, úùÿ þ, ü÷÷

�ɿʮՈ࿑ಇैऀࣄʯɺʮՈ࿑ಇऀʯͱʮิॿऀʯͷ߹ܭΛ͍͏ɻ
�ɿʦɹʧɺੑٴͼྨܕผͷߏൺͰ͋Δɻ

�ɿ ত��͔Βฏ�·ͰͷԼ�ܻͰޒࣺ࢛ೖͯ͋͠ΔͨΊɺ༁ͷΛੵΈ上͛ͨɺ߹ܭͷͱ
Ұக͠ͳ͍߹͕͋Δɻ

第 2表　業種別家内労働者　　　　　　　　数及び主な家内労働業務　

業　　　　　種 令和元年度 令和２年度 対前年度比率 主な家内労働業務

૯
ਓ

105, 054
100�

ਓ
105, 301

100�

ˋ
0� 2

食料品製業 2, 022
1� 9�

2, 006
1� 9� ˚ 0� 8 の加工ɺ͖ࠛרɺ食品のା٧Ί・γʔϧషり

繊維工業 26, 202
24� 9�

26, 077
24� 8� ˚ 0� 5 ҥの๓製ɺχοτฤཱͯɺ೨ࢳ製ɺࢳݜ等ʹΑΔ৫ɺϛγϯ๓製ɺࡋ๓ɺஂの໖ೖΕɺλΦϧのϔム加工

木材・木製品ɺ家具・装備品製業 870
0� 8�

1, 121
1� 1� 28� 9 ృസ加工ɺஃ加工ɺࡩ皮のு͚・加工ɺ額ԑ製ɺϒϥイϯυཱ

紙・紙加工品製業 7, 186
6� 8�

7, 123
6� 8� ˚ 0� 9 紙ശのཱɺ෧ކ͚ɺ紙ାのுり・ͻ͚ɺγϣοϐϯάାのޱਊೖΕ・ͻ͚ɺςΟογϡϖʔύʔの٧合ͤ

印刷・ಉؔ࿈ٴͼ出版業 2, 611
2� 5�

2, 764
2� 6� 5� 9 製ຊɺϫʔϓϩೖྗɺจߍࣈਖ਼ɺνϥγା٧Ίɺ加আࣜのฤू

ゴム製品製業 6, 607
6� 3�

6, 340
6� 0� ˚ 4� 0 ゴム製ཤ物の部品ష合ͤɺゴム製品のバϦऔり

皮革製品製業 1, 918
1� 8�

2, 231
2� 1� 16� 3 革ۺの製ߕ・ఈ͚ɺ革खାのՐの͠ɺבのކ͚加工

窯業・土石製品製業 928
0� 9�

901
0� 9� ˚ 2� 9 ಃ࣓器のੜ製・্ֆ͚・ম・సࣸషり・ரࠐΈ

金属製品製業 3, 175
3� 0�

3, 283
3� 1� 3� 4 ༸食器ݚຏɺ࡞業工具ݚຏɺਕ物ݚຏɺ金属ϓϨス加工ɺݤ部品加工ɺڒのཱͯ

電子部品・デバイス製業 4, 928
4� 7�

4, 514
4� 3� ˚ 8� 4 電子部品のཱ・ࠪݕ

電気機械器具製業 12, 114
11� 5�

11, 903
11� 3� ˚ 1� 7 ίωΫλʔࠩ͠ɺνϡʔϒ通͠ɺΩϟοϓ通͠ɺγʔϧυઢの加工ɺίϯデϯαʔのࠪݕɺίイϧ͖רɺϫイϠʔϋʔωスཱ

情報通信機械器具製業 843
0� 8�

820
0� 8� ˚ 2� 7 แ装ɺέʔϒϧ加工ɺΧʔφϏཱ・ࠪݕ・ଳ電部品のཱܞ

機械器具等製業 5, 304
5� 0�

5, 448
5� 2� 2� 7 ࣗಈं部品ཱɺۭߤ機部品ཱ

その他（雑貨等） 30, 346
28� 9�

30, 770
29� 2� 1� 4 ɺໟච・ըචのึटֻ͚ͭ・ͼ݁ࢳຏ・ཱɺのݚ・加工ڸ؟金属製ɺ͕Μ具ՖՐ製ɺو り͘ɺࣄ༻品製
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第 3表　都道府県別家内労働従事者数、家内労働者数、補助者数、委託者数及び代理人数

都道府県 家内労働
従事者数 委託者数 代理人数家内労働者数 補助者数

ਓ ਓ ਓ ਓ
શࠃ 108, 539 105, 301 3, 238 7, 500 322

 ւ ಓ 1, 106 1, 096 10 89 0
੨  ݝ 947 943 4 68 0
ؠ ख ݝ 1, 200 1, 193 7 108 2
ٶ  ݝ 1, 039 1, 032 7 72 3
ळ ా ݝ 1, 505 1, 489 16 138 0
ࢁ ܗ ݝ 1, 707 1, 674 33 160 1
 ౡ ݝ 1, 962 1, 912 50 158 0
ҵ  ݝ 2, 131 2, 086 45 155 50
ಢ 木 ݝ 1, 178 1, 160 18 122 1
܈ അ ݝ 3, 459 3, 254 205 159 1
࡛ ۄ ݝ 4, 656 4, 587 69 380 10
ઍ ༿ ݝ 2, 067 2, 013 54 140 24
౦ ژ  10, 130 9, 848 282 957 0
ਆಸݝ 1, 801 1, 770 31 114 4
৽ ׁ ݝ 2, 687 2, 602 85 200 13
 ࢁ ݝ 1, 406 1, 364 42 126 11
石  ݝ 1, 866 1, 769 97 172 0
 Ҫ ݝ 1, 911 1, 872 39 179 17
ࢁ ས ݝ 1, 558 1, 527 31 141 0
  ݝ 3, 089 3, 032 57 213 0
ذ ෞ ݝ 2, 557 2, 245 312 191 0
੩ Ԭ ݝ 6, 528 6, 312 216 300 55
Ѫ  ݝ 8, 523 8, 164 359 360 2
ࡾ ॏ ݝ 2, 548 2, 456 92 132 0
࣎ լ ݝ 3, 291 3, 247 44 175 0
ژ   2, 884 2, 781 103 226 3
େ ࡕ  7, 878 7, 751 127 423 0
ฌ ݿ ݝ 3, 407 3, 149 258 175 4
ಸ ྑ ݝ 2, 296 2, 238 58 168 31
Վݝࢁ 596 579 17 33 0
ௗ औ ݝ 1, 089 1, 040 49 101 3
ౡ ࠜ ݝ 831 801 30 103 3
Ԭ ࢁ ݝ 3, 391 3, 288 103 156 0
 ౡ ݝ 2, 246 2, 158 88 137 39
ࢁ ޱ ݝ 1, 150 1, 124 26 90 2
ಙ ౡ ݝ 672 670 2 50 26
߳  ݝ 1, 260 1, 211 49 105 9
Ѫ ඤ ݝ 2, 319 2, 302 17 162 0
ߴ  ݝ 846 820 26 42 4
 Ԭ ݝ 1, 938 1, 923 15 124 3
ࠤ լ ݝ 901 878 23 99 0
 ࡚ ݝ 347 347 0 36 0
۽ ຊ ݝ 1, 127 1, 118 9 92 0
େ  ݝ 374 370 4 27 1
ٶ ࡚ ݝ 1, 001 974 27 67 0
ݝౡࣇࣛ 748 746 2 47 0
ԭ ೄ ݝ 386 386 0 28 0
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第 4表　危険有害業務の種類、性別及び類型別危険有害業務に従事する家内労働従事者数

危険有害業務の種類

危険有害業務に従事する家内労働従事者数

総数 性別 類型別
男 女 専業 内職 副業

ਓ ਓ ਓ ਓ ਓ ਓ

૯ɹ
Āóüþù
ïûÿýð

ø÷÷õ÷ˋ

øóĀĀĀ
ïøúøð

ù÷õĀˋ

þóüþú
ïúüüð

þĀõøˋ

øóüĀø
ïøüþð

øýõýˋ

þóÿýú
ïúùøð

ÿùõøˋ

øøÿ 
ïÿð 

øõùˋ

ϓϨス機ɺܕ͚機ɺܕଧͪ機ɺ
γϟʔɺટ൫ɺϘʔϧ൫ຢ
ϑϥイス൫Λ༻͢Δ࡞業

ûýý
ïûýð

ø÷÷õ÷ˋ

ùþĀ
ïøúð

üĀõĀì

øÿþ
ïúúð 

û÷õøˋ

ùüĀ 
ïúûð 

üüõýˋ

ù÷ù 
ïøøð 

ûúõúˋ

ü 
ïøð 

øõøˋ

༗機༹ࡎ·た༗機ؚ༹ࡎ༗
物Λ༻͢Δ࡞業

（ ɿྫ༗機༹ࡎΛऔりѻ͏ਓܗの製ɺ༗機
（業࡞ચড়͢Δ・ࢷ金属Λͯ͠༺Λࡎ༹

ýÿù 
ïû÷ð 

ø÷÷õ÷ˋ

úøÿ
ï÷ð

ûýõýì

úýû
ïû÷ð 

üúõûˋ

ù÷ü 
ïùýð 

ú÷õøˋ

ûþ÷ 
ïøûð 

ýÿõĀˋ

þ 
ï÷ð 

øõ÷ˋ

ԖຢԖԽ合物Λ༻͢Δ࡞
業

（ྫɿԖΛऔりѻ͏電気機械・ं
྆༻ઢ࡞業）

ùùø 
ïøð

ø÷÷õ÷ˋ

ùû 
ï÷ð 

ø÷õĀˋ

øĀþ 
ïøð 

ÿĀõøˋ

ü 
ï÷ð 

ùõúˋ

ùøý 
ïøð 

Āþõþˋ

÷ 
ï÷ð 

÷õ÷ˋ

土石ɺؠ石ɺ߭物ɺ金属ຢ
ૉのค͡ΜΛൃ͢ࢄΔ࡞業

（ྫɿ͍加工ɺΨϥス製ɺ
ૉ製品製）

ûù÷ 
ïþúð 

ø÷÷õ÷ˋ

ú÷ÿ 
ïøþð 

þúõúˋ

øøù 
ïüýð 

ùýõþˋ

úüĀ 
ïüÿð 

ÿüõüˋ

üø 
ïøûð 

øùõøˋ

ø÷ 
ïøð 

ùõûˋ

ಈྗʹΑりۦಈ͞ΕΔ機械Λ
業࡞Δ͢༺

（ ɿྫχοτฤΈ機ɺϨʔスฤΈ機ɺ
ಈྗϛγϯ等Λऔりѻ͏࡞業）

þóüþÿ 
ïùüýð 

ø÷÷õ÷ˋ

øóøýþ 
ïüüð 

øüõûˋ

ýóûøø 
ïù÷øð 

ÿûõýˋ

Ā÷ú 
ïüûð 

øøõĀˋ

ýóüþþ 
ïøĀýð 

ÿýõÿˋ

Āÿ 
ïýð 

øõúˋ

木工機械Λ༻͢Δ࡞業
（ྫɿ家具製ɺਓܗ製）

ÿ 
ï÷ð 

ø÷÷õ÷ˋ

û 
ï÷ð 

ü÷õ÷ˋ

û 
ï÷ð 

ü÷õ÷ˋ

û 
ï÷ð 

ü÷õ÷ˋ

ú 
ï÷ð 

úþõüˋ

ø 
ï÷ð 

øùõüˋ

ՐༀྨΛ༻͢Δ࡞業
（ྫɿՖՐ製）

úûù 
ïÿüð 

ø÷÷õ÷ˋ

ùþ 
ïûÿð 

þõĀˋ

úøü 
ïúþð 

Āùõøˋ

÷ 
ï÷ð 

÷õ÷ˋ

úûù 
ïÿüð 

ø÷÷õ÷ˋ

÷ 
ï÷ð 

÷õ÷ˋ

その他のݥة༗࡞業
üø

ïþð 
ø÷÷õ÷ˋ

ùý 
ïøð 

üøõ÷ˋ

ùü 
ïýð 

ûĀõ÷ˋ

ú÷ 
ïþð 

üÿõÿˋ

ùø 
ï÷ð 

ûøõùˋ

÷ 
ï÷ð 

÷õ÷ˋ

 �ɿɹ̎छྨ以上ͷݥة༗ۀʹै͢ࣄΔऀͦΕͧΕͷۀ࡞ຖʹ � ਓͱͯ͠ܭ上ͨ͠ɻ
ɹɹɹɹୠ͠ɺ૯࣮ਓͰ͋ΔͨΊɺݥة༗ۀͷ༁ΛੵΈ上͛ͨɺ૯ͱҰக͠ͳ͍߹͕͋Δɻ
 �ɿɹʢɹʣɺิॿऀʢʣͰ͋Δɻ
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第 5表　業種別委託者数、代理人数及び1委託者当たりの平均家内労働者数

業ɹɹɹɹɹछ

ҕɹୗɹऀɹ

ཧਓ
øҕୗऀ当た
りのฏۉ家内
࿑ಇऀ૯ɹ 製・ൢ

ച業ऀ ෛ業ऀ

૯ 7, 500
100�0�

7, 225
100�0�

275
100�0�

ਓ
322

100�0�

ਓ
14�0

食料品製業 142
1� 9�

142
2� 0�

0
0� 0�

4
1� 2� 14� 1

繊維工業 2, 683
35� 8�

2, 525
34� 9�

158
57� 5�

83
25� 8� 9� 7

木材・木製品ɺ家具・装備品製
業

81
1� 1�

80
1� 1�

1
0� 4�

2
0� 6� 13� 8

紙・紙加工品製業 438
5� 8�

435
6� 0�

3
1� 1�

29
9� 0� 16� 3

印刷・ಉؔ࿈ٴͼ出版業 185
2� 5�

182
2� 5�

3
1� 1�

2
0� 6� 14� 9

ゴム製品製業 267
3� 6�

261
3� 6�

6
2� 2�

4
1� 2� 23� 7

皮革製品製業 224
3� 0�

221
3� 1�

3
1� 1�

15
4� 7� 10� 0

窯業・土石製品製業 94
1� 3�

94
1� 3�

0
0� 0�

0
0� 0� 9� 6

金属製品製業 309
4� 1�

306
4� 2�

3
1� 1�

1
0� 3� 10� 6

電子部品・デバイス製業 403
5� 4�

393
5� 4�

10
3� 6�

0
0� 0� 11� 2

電気機械器具製業 764
10� 2�

739
10� 2�

25
9� 1�

35
10� 9� 15� 6

情報通信機械器具製業 55
0� 7�

49
0� 7�

6
2� 2�

0
0� 0� 14� 9

機械器具等製業 413
5� 5�

398
5� 5�

15
5� 5�

7
2� 2� 13� 2

その他ï雑貨等ð 1, 442
19� 2�

1, 400
19� 4�

42
15� 3�

140
43� 5� 21� 3
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Ⅳ　家内労働者の労働条件の現状（出典：令和 2 年度家内労働等実態調査）

令和２年10月1日現在の家内労働者の労働条件の現状をみると次のようになります。

１　平均年齢は58.9歳、平均経験年数は11.6年

家内労働者の平均年齢は58.9歳で、これを男女別にみると、男性が65.3歳、女性が58.2歳
となっています。
年齢階級別に家内労働者の構成比をみると、第1図のとおり、「70歳以上」が最も多く２9.3％、
次いで「60 ～ 70歳未満」が24.0％、「40～50歳未満」が18.6％と、これら3つの階級で全体
の約7割を占めています。
また、家内労働者が現在の業務に従事してきた平均経験年数は11.6年であり、これを男女
別にみると、男性は14.3年、女性は11.3年となっています。

70歳以上
29.3％

不明 0.4％
20歳未満 0．2％

20～30歳未満
2．0％

50～60歳未満
17.6％

40～50歳未満
18.6％

60～70歳未満
24.0％

30～40歳未満
7.8％

第 1図　年齢階級別家内労働者構成比
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２　平均就業時間数は1日4.9時間、平均就業日数は1か月17.6日

家内労働者の平均就業時間数は、1日4.9時間であり、平均就業日数は、1か月17.6日となっ
ています。
これを男女別にみると、男性の就業時間数は、1日5.6時間、就業日数は1か月17.4日であ
るのに対し、女性の就業時間数は1日4.9時間、就業日数は1か月17.6日となっています。
また、これを類型別にみると、専業は1日7.2時間、就業日数は1か月20.1日であるのに対し、
内職は1日4.9時間、就業日数は1か月17.6日、副業は1日4.1時間、就業日数は1か月15.6日と、
いずれも短くなっています。
次に、業種別に平均就業時間数をみると、「繊維製品」「窯業・土石製品」および「金属製品」
が5.3時間と長く、「情報通信機械器具」が4.1時間と最も短くなっています。
また、平均就業日数をみると、「ゴム製品」が18.7日、「電気機械器具」が18.3日、「繊維製品」

が18.0日と多く、これに対し、「印刷・出版物」が14.4日と最も少なくなっています。

第 2図　�男女別、類型別、業種別１日当たりの平均就業時間数
および１か月当たりの平均就業日数

10 9 8 7 6 5 4 3 0時間

ब業時間（１当たり） ब業（１か月当たり）

0 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22   23

合 計
男 性
女 性
専 業
内 職
副 業
食 料 品
繊 維 製 品
木 材・木 製 品
家 具・装 備 品
紙・紙 加 工 品
印 刷・出 版 物
ゴ ム 製 品
皮 革 製 品
窯業・土石製品
金 属 製 品
電子部品・デバイス
電気機械器具
情報通信機械器具
機 械 器 具 等
その他（雑貨等）

4�9
5�6

4�9
7�2

4�9
4�1

5�0
5�3

4�6
4�9
4�9
4�8

5�2
5�3
5�3

4�7
4�7

4�1
4�5

4�9

17�6
17�4
17�6

20�1
17�6

15�6
16�9

18�0
17�7
17�8

14�4
18�7

16�5
16�0

16�6
16�7

18�3
15�0

17�5
17�3
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３　平均工賃額は1時間520円、1か月3万7, 320円

家内労働者の1時間当たりの平均工賃額（必要経費を除く。）は520円で、これを男女別にみ
ると、男性が710円、女性が498円となっています。
これを類型別にみると、専業が729円、内職が495円、副業が748円となっています。
また、これを業種別にみると「窯業・土石製品」が778円と最も高く、次いで「金属製品」
が677円、「皮革製品」が674円となっているのに対し、「木材・木製品、家具・装飾品」は
374円と最も低く、次いで「食料品」が417円、「紙・紙加工品」が420円となっています。
次に、1か月当たりの平均工賃額（必要経費を除く。）は3万7,320円で、これを男女別にみると、
男性が6万4,019円、女性が3万4,244円となっています。
これを類型別にみると、専業が10万5,651円、内職が3万4,187円、副業が2万7,858円となっ
ています。
また、これを業種別にみると、「皮革製品」が6万2,693円と最も高く、次いで、「金属製品」
が5万9,257円、「窯業・土石製品」が4万8,227円となっているのに対し、「木材・木製品、家具・
装飾品」は2万3,520円と最も低く、次いで「情報通信機械器具」が2万5,703円、「紙・紙加工品」
が2万5,967円となっています。

第 3図　男女別、類型別、業種別１時間および１か月当たりの工賃額
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